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序章　〜出会い〜








　空は雲一つなく晴れ渡っているが、三み上かみ玲れい奈なの心は曇天のようにモヤモヤしていた。

　これもきっと、父親とぎくしゃくした関係が続いているせいに違いない。

（一体、いつまでこんな生活を続けなきゃいけないの？）

　大学進学に当たり、家を出て一人暮らしを望んでいた。

　だが、一人暮らしは危ないからという理由で反対され、未だに口うるさい父親から解放されずにいる。

　大学生になったというのに、これでは自由がないも同然である。

　一時でも父親のことを頭から切り離そうと、気晴らしのために遠出して都内の公園に足を運んでみた。

　しかし、それでも気分は少しもすっきりせず、うっそうとした気分が募るばかり。

　──とんだ無駄足だったかもしれない。

　玲奈は晴れた空を見上げて、盛大にため息をつく。

　そんな時、どこからともなくチェロの調べが聞こえてくる。曲はＪ．Ｓ．バッハの『無伴奏チェロ組曲第一番ト長調』。

　優しく深みのある低音域の響き。こうして耳を傾けていると、心がスッと軽くなっていくような気がする。

　その優しい旋律に導かれるように、玲奈は音楽の聞こえてくる方へと向かう。

　その先にいたのは、ベンチに座ってチェロを弾く青年。年齢は二十代前半といったところか。

　優雅に演奏するその姿に、玲奈は強く惹かれて見惚れていた。

　曲が終わったところで、青年はふと顔を上げてこちらを見た。

　彼と目が合った瞬間、玲奈の胸が大きく高鳴る。

「もしかして、何でこんな所で弾いているのかって、思ったかな？」

　彼は照れくさそうに笑いながら言う。

　低音の中にも甘さを含んだ声だった。その声音が玲奈の耳に心地良く響き、どうしてか胸の奥がジンと熱くなる。

（何？　この感覚……）

　初めて抱く感情に戸惑いつつも、玲奈は言葉を返そうと口を開く。

「その、すごく素敵な演奏だったもので。音大生の方ですか？」

「いや、ただの趣味で弾いているだけだよ。子供の頃からこうして一人で弾くのが好きでね。気持ちを落ち着かせたい時とかに、よく外に出て演奏しているんだ」

「そうだったんですか。ごめんなさい。私、邪魔してしまいましたね」

　これ以上ここにいては、彼の時間を奪うことになってしまう。

　すぐにこの場を去ろうとする玲奈だったが、彼は首を横に振りながら「邪魔なんかじゃないよ」と引き留めてくれた。

「とりあえず、ここに座りなよ」

「それじゃあ、お言葉に甘えて……」

　そうして彼に促される形で、玲奈はベンチの空いているスペースに腰を下ろす。

「普段は人に見られると緊張するんだけど、今は君に聴かれても平気だったんだ。むしろ、いつもより上手く弾けた気がする。きっと、君の心をほぐすことができたからじゃないかな？」

「え？　どうして私が嫌な気持ちを抱えているって、わかったんですか？」

　自分のことはまだ何も話していない。それなのに、こんなにも簡単に見抜かれると思わなかった。

　玲奈が呆気に取られていると、青年はにっこりと笑いかけてくる。

　その笑顔を見た瞬間、またしても玲奈の胸がドクンと高鳴った。

「足音や表情で、君が負の感情を抱いているのが、すぐに伝わってきたよ」

　演奏に夢中になっていたように思えて、実際はこちらの様子を全て見ていたらしい。

　彼のものすごい洞察力に、玲奈はすっかり感服してしまう。

「私、そんなに険しい顔してました？」

「険しいというより、落ち込んでいるような顔だったかな。何があったかは訊かないけど、君の心を癒すことができて良かったよ。おかげで、君の愛らしい表情を見られたから」

「愛らしいだなんて、そんな──」

　玲奈はたちまち頬を赤く染める。

　今までにも、異性に「かわいい」だの「愛らしい」だなどと言われたことは何度かある。しかし、目の前にいる彼の口から紡がれた言葉は、なぜか特別なもののように感じられた。

（今まで一度も心を動かされたことなんてないのに、どうして？）

　その疑問が玲奈の脳裏をよぎるが、それに対する答えは出てこない。

「おっと、あんまり長く君を引き留めてもいけないね」

　青年はふと思い出した様子で、自身の腕時計を見てそう告げた。

「いえ、特に予定もないので大丈夫です。素敵な演奏を聴かせてくれて、ありがとうございます」

　玲奈は丁寧に礼をして、踵を返そうとする。

「ああ、そうだ。待って」

　すると彼は再び玲奈を引き留めてきた。

「この公園に来るのは初めて？」

「はい。元々、埼玉の方に住んでいるんです」

　なぜそんなことを訊くのかと思いつつも、玲奈は素直に彼の問いかけに答える。

「公園の南側を出てすぐのところに、すごく美味しいイタリアンの店があるんだ。せっかく埼玉から足を運んできたのに、このまま帰るなんてもったいないよ。だから美味しい料理を食べて行くといいよ。イタリアの国旗カラーの屋根が目印だから、すぐにわかると思う」

「ありがとうございます。行ってみます」

　玲奈は再度礼を言うと、今度こそ踵を返して公園の南口へ向かう。

　彼と別れた後も、胸のときめきはずっと続いていた。その顔にはやんわりとした笑みが浮かんでおり、頬もほんのりと薔薇色に染まっている。

　この時はまだ、数年後に思わぬ形で再会することになるなど、全く予想だにしていなかった。







第一章　〜若社長と一夜の過ち〜








　月曜日。玲奈は朝からずっと、鬱屈した気分を抱えて仕事をしていた。

　今の仕事が嫌いだからではない。むしろ、尊敬する人物の元で秘書として働けることに、誇りを持っているほどだ。

　そんな玲奈が仕事中にも拘らず、モヤモヤした気持ちを抱えている原因は、昨日の父親との喧嘩である。

　ここ数年、父親とはろくに口も利いておらず、顔を合わせれば大抵口論になってしまう。就職して一人暮らしを始めてからは、父を避けるために地元に戻らないようにしている。

　そんな娘の態度に業を煮やしたのか、数ヶ月前からしつこく連絡を入れてくるようになった。そして毎回のように「そろそろ結婚して、家庭を持つことを考えたらどうだ」と、うるさく言ってくる始末だ。

（ずっと干渉してこなかったくせに、何で今になって父親面してくるのよ……！）

　そのこと自体も気に入らないが、せっかくの休日を台無しにされたせいで、玲奈はいつにも増して苛立っている。おかげで今日の昼休憩も、全然気が休まらなかった。

　一番の親友に愚痴を聞いてもらおうと、仕事が終わったら食事に行かないかとメールで誘ってみたが、あいにく予定が入っているので行けないという。

　──今夜もまた父への不満を募らせながら、家で一人寂しく晩酌をする羽目になるだろう。

　考えただけで、ますます憂鬱な気分になる。玲奈がたまらず深いため息をつくと、目の前に紅茶の入ったカップが置かれた。

　ハッとなって顔を上げると、上司でありこの成なる瀬せ商事の若社長──成瀬由ゆ貴き哉やが立っていた。

「す、すみません！　社長に紅茶を淹れさせてしまった上に、わざわざ私の分まで──」

　本来であれば、紅茶を淹れるのは秘書である自分の業務である。

　慌てて謝る玲奈に、由貴哉はにこやかに微笑んで、「そんなに恐縮しなくていいよ」と優しく告げた。

「こうして大事な秘書を気遣うのも、社長である僕の仕事のうちだから。さあ、これを飲んで元気を出して」

　由貴哉のその言い方からすると、彼の前で思い切り感情が表に出ていたらしい。

（社長にここまで気を使わせてしまうなんて……）

　社長秘書として完全に失格である。玲奈がすっかり気落ちしていると、由貴哉は優しい言葉をかけてくれた。

「そんなに落ち込むなよ。誰にだって、不調な時はあるさ」

「社長……」

　玲奈は傍らに立つ由貴哉を見上げた。

　百八十センチ以上ある長身に、引き締まった細身の体型。理知的な目は切れ長で、鼻筋もスッと通っており、形の良い唇をしている。

　見目麗しい顔立ちと外見だけで判断したら、メンズファッション誌の表紙を飾れそうなモデルと見紛うほど。今年で三十一歳になるが、二十代と言っても充分通用する。

　そんな容姿端麗な見た目とは裏腹に、仕事は一切妥協せず厳しい人物と評されている。

　だからと言って、社長という地位や権力を笠に着ることは決してしないため、社員からの信頼は厚い。会長である父親の人柄の良さを、そのまま受け継いでいるのがわかる。

　そんな由貴哉のことを、玲奈は心の底から尊敬していた。

「紅茶、ありがとうございます。いただきますね」

　玲奈は改めて礼を言って、淹れたての紅茶に口をつけた。

　ダージリンの優しい香りと味が、ささくれだった心を和らげてくれる。

「うん、表情が柔らかくなったね」

「私、そんなに険しい表情を浮かべてました？」

「険しいというより、何かすごく思い悩んでいるって感じがして、見ていて心配になったよ。僕で良ければ、仕事が終わった後で相談に乗ってあげるよ」

「いえ、社長にそこまでしていただくなんて、それこそ何だか申し訳ないです」

　由貴哉の申し出はありがたいが、これはあくまでも自分と父親の問題である。そんな個人的な事情を上司に相談するなど、却って気が引けてしまう。

（それに、こんなことで彼にまで嫌な思いをさせたくないし……）

　玲奈の心情を見透かしたのか、由貴哉は再びやんわりと微笑みかけてきた。

　その優しい面持ちが、なぜかいつになく魅力的に感じられて、玲奈は思わずドキドキしてしまう。

「申し訳ないなんて思わなくていいよ。僕は困っている君に寄り添いたいんだ。それとも、僕なんかでは力になれないだろうか？」

「いえ、そんなことはありませんが──」

「だったら、三上の抱えている悩みを全部聞かせてくれないか。もちろん、どうしても嫌なことは話さなくていいし、僕も無理に聞いたりはしないから」

　また玲奈が遠慮して断ると思ったのか、由貴哉は半ば強引に話を進めてしまう。

　こうして親身になってくれるのは嬉しい。それでもやはり、個人的な事情に巻き込むことで彼を困らせてしまう気がして、返事をするのはためらわれた。

（でも、せっかく相談に乗ると言ってくれているのに、それを断るのも逆に失礼よね）

　考えた末に玲奈は、「それじゃあ、お願いします」と返事をして軽く一礼する。

「三上なら、そう言ってくれると思ったよ。仕事が片付いたら、僕の車で一緒にバーへ行こう」

　頼ってもらえたのが嬉しいようで、由貴哉は上機嫌で自分のデスクに戻って仕事を再開した。

（どうしてここまで、私のことを気にかけてくれるんだろう？）

　社長として、秘書の自分を気遣っているだけかもしれない。それでも玲奈は、話を聞いてもらえる相手ができて気が楽になった。

　こうして由貴哉の優しさに触れるたびに、なぜか胸の奥が熱くなって鼓動が早くなる。

　九年前、初めて由貴哉と出会った日に抱いた気持ちと、よく似ている気がする。

　当時、大学生になったばかりの玲奈は、彼が成瀬商事の御曹司であるとは知らなかった。　だから入社してばったり再会した時は、本当に驚きを隠せなかったものだ。

　懐かしい気持ちを抱いたからか、心がほんのりと温かくなっていく。

　玲奈は再びカップを手に取ると、小さく微笑んで紅茶をゆっくり飲んだ。

　

　

　由貴哉の仕事が一段落着いたところで、玲奈は彼の愛車に乗って夜の都会を走っていた。

　閑静な住宅街の多い地元とは違い、そこら中でネオンやビルの灯りで煌いていて人も多い。その上、おしゃれなカフェや店もたくさんある。

　玲奈は中学生の時からずっと、都会への憧れを漠然と抱いていた。もちろん、休日にショッピングへ行くのが楽しみだからというのもあったが、一番の理由は狭い世界から解放されたかったからだ。

　だから社会人になって地元を出られた時は、心の底から喜んだものである。

　もっとも、父親は未だに都会での一人暮らしを、快く思っていないようだが。

（いけない、また嫌なことを思い出してしまいそう……）

　玲奈は過去の回想を振り払い、思考を現在へと戻した。

　到着した場所は、間接照明の落ち着いた雰囲気のバー。

　二人掛けのテーブル席に座ると、由貴哉は人懐こい笑みを見せてくる。

「今夜は僕の奢りだから、遠慮しないで飲んで」

「何だか、色々とすみません……」

　玲奈は恐縮しつつも、オレンジジュースとウォッカを混ぜたカクテル、スクリュードライバーを注文する。

　由貴哉はノンアルコールカクテルに加えて、つまみのカプレーゼとハムの盛り合わせも頼んでくれた。

　程なくしてウェイターが二人分のカクテルと、軽食を運んできた。

「社長はよくこのお店に来られるんですか？」

　カクテルを一杯飲んだところで、玲奈は店内を見渡しながら尋ねる。

「ああ、マサとよく飲みに来てるよ。あいつが結婚して子供が生まれてからは、すっかり減ってしまったけどね」

　由貴哉が「マサ」の愛称で呼ぶ人間はただ一人──彼の従兄弟で専務の成瀬雅まさ弘ひろのことだ。

　二人は日頃から兄弟のように仲が良く、子供の頃はよく実の兄弟と間違われたという。

「それより、今は仕事じゃないんだから社長呼びはよしてくれよ。何だかオフィスにいるみたいで堅苦しいからさ」

「え？　それじゃあ、由貴哉さんって呼んでいいんですか？」

　玲奈はためらいつつも名前で呼んでみせる。

　すると由貴哉は至極嬉しそうに破顔した。

「ああ、そっちの方がずっといい。僕もこの場では、玲奈って呼ばせてもらうよ」

　名字ではなく名前で呼ばれただけで、なぜか体の芯が急に熱くなって胸が高鳴る。

（きっと、アルコールのせいよ）

　玲奈はそう言い聞かせるが、それだけはない気がするのは薄々感じていた。

「それで、玲奈は何に悩んでいるんだい？」

「実は、父から早く結婚して家庭を持つよう言われていて、昨日もそのことで喧嘩になったんです」

　悩みの発端を話し始めてから、内容がだんだん父親に対する不満へと発展していった。

　父親は現役の警察官である。そのためとても厳格な性格をしており、子供の頃からあれこれ口うるさく言われたものだ。

　それでいて仕事一筋で家庭を顧みず、玲奈が中学生に上がる頃に母親は怒りを爆発させ、そのまま家を出て別の男と再婚してしまった。

　そうして父子家庭になってから、父親とは更にすれ違うことが多くなった。

　大学進学の際も一人暮らしを希望したが、受験生になって間もない頃に地元の大学で事件が起き、父にそのことを持ち出されて反対された。今もまだ、あまり賛成されていない。

　確かに玲奈の住むマンションの近辺は、街灯も人通りも少ないので夜遅くに一人で歩く時は少し怖い。だからマンションの場所を教えた時は、「こんな人気の少ない所に住んでいるのか！」と叱られた。

「子供の頃は全然構ってくれなかったのに、今になって父親面するところが本当にムカつくんです。社会人になってやっと離れられたのに、どこへ行っても束縛されてるみたいで嫌になります。今はもう令和なんですから、結婚もいつどのタイミングでしようがこっちの自由でしょう。それとも、女は夫と家庭のために尽くせとでも思ってるんでしょうか？　警察は未だに男社会の風潮が強いみたいですし」

　すっかり酔いが回っていた玲奈は、苛立ちを隠そうともせず声を荒げて不満をぶちまける。

　だが、由貴哉は少しも嫌な顔を見せず、最後までしっかりと話を聞いてくれた。

「ずっと一人で抱えてきたんだね、かわいそうに。辛かっただろう？」

「由貴哉さん、わかってくれるんですか？」

「ああ、僕はいつでも玲奈の味方だよ」

「ありがとうございます！　私、これからも由貴哉さんについていきますね！」

　ここまで自分に寄り添い、親身になってくれたのは由貴哉が初めてかもしれない。

　親友も話を聞いてくれるものの、どちらの言い分にも一理あるといった感じで、常に中立的な考えを取る。

（由貴哉さんだけが、私の気持ちを理解してくれた……！）

　喜ばしいことこの上ない。感極まった玲奈は、目を輝かせて思わず由貴哉の手を握っていた。

　愚痴を一通り話し終えた後も、二人は様々な話題で盛り上がり楽しく飲み交わした。

　そして気付けば時刻はいつの間にか、夜の十時に差し掛かろうとしていた。

「もうこんな時間か……」

　腕時計を見ながら、由貴哉は名残惜しい様子でつぶやく。

「そろそろ帰ろうか。家まで送っていくよ」

　そう言って立ち上がろうとする由貴哉を、玲奈はすぐさま「待って下さい」と引き留める。

　──こんなにも親身になって、悩みに寄り添ってくれた由貴哉と、このまま別れたくない。

　湧き上がるその想いを、玲奈は素直に口に出して伝えた。

「私、もっと由貴哉さんと一緒にいたいです」

　玲奈の言葉に、由貴哉は一瞬だけ驚いた様子で目を瞠る。

「そう言ってもらえるのは嬉しいけど、明日も仕事だから今夜はもう帰ろう。それに、君は少し飲み過ぎているから、帰ってしっかり休まないと」

　宥めるような口調で諭されても、酩酊していた玲奈は目を潤ませながら必死で縋った。

「お願いです、由貴哉さん。今夜だけで構いませんので。私、一人になりたくないんです……」

　そう言いながら玲奈は、由貴哉の腕にしがみついて、自身の豊満な胸をそっと押し付けた。

　由貴哉は小さく身震いすると、やがて観念した様子で小さくため息をつく。

「……君がそこまで言うなら仕方がないな」

「じゃあ、一緒にいてくれるんですね？」

　玲奈は期待に満ちた様子で目を輝かせる。

「ああ。だけど他の男には絶対に、一緒にいてほしいなんて頼んだら駄目だよ」

「はい、もちろんです！　こんなこと、由貴哉さんにしか頼みませんので！」

　言葉の意味を全く考えずに返答する玲奈に、由貴哉は困ったような苦笑いを浮かべていた。

　

　

　バーを出た後、車で十分ほどの所にあるホテルへ向かった。

　部屋はダブルサイズのベッドとテーブル一式、化粧台が置かれているだけのシンプルな作りである。しかしとても清潔感があり、広々していて過ごしやすい。

「ごめんね、ここしか部屋が空いてなかったんだ。二人でベッドに寝ることになって、すごく窮屈だろう？」

「いえ、こんな素敵な部屋に泊まれただけで充分です。それに、由貴哉さんが一緒なのでそれだけでも嬉しいです」

　玲奈がうっとりとした笑みを見せると、由貴哉はなぜか頬を赤くして目を逸らしてしまう。

「どうかしましたか？」

「いや、別にどうもしないよ」

　玲奈の問いかけに、由貴哉は目を逸らしたままそう答える。

「それより、お互いもうお風呂に入ったんだから、そろそろ寝よう」

「このまま寝てしまうんですか？」

　玲奈は四つん這いの姿勢になり、由貴哉に向かって艶然と微笑みかけた。その際、バスローブから胸の谷間が見えていたが、彼女自身はそのことに全く気付かない。

「れ、玲奈……!?」

　あまりにも色っぽい姿に、思いがけずそそられてしまったらしい。由貴哉は胸元に視線を向けて、ゴクリと音を鳴らして唾を飲み込んだ。

　狼狽する由貴哉をよそに、玲奈は更にぐいぐい迫っていく。

「さっき言いましたよね？　私は由貴哉さんともっと一緒にいたいって。せっかく二人きりで、こんな素敵なホテルに泊まりに来たのに、一晩ただ寝て過ごすだけだなんてもったいないと思いませんか？」

　玲奈は欲望のまま、湧き上がる想いを隠すことなく滔々と伝える。

「玲奈……」

　二人の距離は十センチあるかないか。どちらかが動けば確実に密着してしまう。

　玲奈は妖艶な笑みを浮かべたまま、由貴哉の体にそっと触れようとする。

　だが、彼はその手をやんわりと制すると、素早い動きで玲奈をベッドに押し倒した。

「由貴哉さん……」

　無理矢理押し倒されたにも拘らず、玲奈は抵抗どころか逃げようとすらしない。

　一方、由貴哉の方もそれ以上のことはせず、切なげな眼差しでじっと彼女を見下ろすばかりである。

「……しないんですか？」

　それから程なくして、玲奈はおもむろに口を開き質問を投げかける。

　この時の彼女は頬を上気させており、その姿が由貴哉の瞳にいつになく煽情的に映っていた。

「全く、こっちは葛藤しているというのに、そうやって煽るなんて君はいけない子だよ」

　由貴哉は小さく笑ってつぶやくと、玲奈の髪を撫でながらそっと唇を重ねてくる。

「ん……」

　触れ合うだけの甘いキスかと思いきや、小さく開いた唇から舌が侵入してじっくり舐られる。

「んっ……ふ……ぅ……」

　大きな手で頭の後ろを押さえられ、更に深く舐られていく。何度も角度を変えながら、執拗に舌を絡め取られていった。

　生まれて初めて交わす口づけ。その時間は無限のように感じられ、胸の奥が甘い陶酔に似た感覚に満たされていく。

　──だが、これだけでは物足りない。体も心も蕩けるほどの快感が欲しい。

　玲奈がそう願うのと同時に、唇がそっと解放される。

　ゆっくりと瞼を開けると、由貴哉の美しい顔が目の前にあった。

　彼の瞳には欲望の光が灯っており、その熱い視線を感じただけで体の芯が疼く。

「このまま、続けてもいい？」

　由貴哉は優しく尋ねてきた。

　甘さを含んだ低い声色が、玲奈の耳にとても心地良く響き、自然と表情が綻んでくる。

「はい」

　玲奈が笑顔のままうなずくと、唇にチュッと啄むような口づけを落とされる。

　それから由貴哉は、バスローブの紐に手をかけて、丁寧な所作でほどいていく。

　バスローブを脱がされ、黒の下着一式になったところで、彼は手を止めてじっと玲奈を見つめてきた。

「君はこの美貌と色っぽい体で、一体どれだけの男を虜にしてきたんだい？」

　そう尋ねてくる口調には、若干の刺が含まれていた。

　そんな風に、嫉妬を露わにする由貴哉が愛らしく感じられて、玲奈はたまらず笑ってしまう。

「虜だなんて、そんな。こうしてベッドを共にするのも、キスを交わした相手も、由貴哉さんが初めてですよ」

　口づけが初めてどころか、異性と付き合ったことすらない。

　今まで複数の男性から告白されたものの、どういうわけか誰の言葉も心に響かず全て断ってきた。

　玲奈の言葉を聞いて、由貴哉は一瞬だけ驚いた様子で瞠目するも、すぐに嬉々とした面持ちを見せる。

「それじゃあ、君にとって僕は初めての男ということになるね。とても光栄だよ。そして僕にとっても、君は初めての女性だ」

　玲奈の耳元でそっとささやくと、由貴哉は再び唇を重ねて口内を弄ってくる。

「ん……んっ……」

　互いの舌を絡ませながら、由貴哉は体のラインをなぞるように愛撫していく。

　その手つきがとても心地良くて、唇の隙間から息と共にあえかな嬌声が漏れ出る。

　程なくして、背中に回された手がブラジャーのホックに触れ、丁寧に外されていった。

　由貴哉のその所作から、自分を大切に扱ってくれようとしているのがわかる。

　続いて腰からお尻にかけて優しく撫でられ、履いていたショーツをゆっくり下ろされる。

　一糸まとわぬ姿になると同時に、唇がそっと離れて再び熱い視線が注がれた。

　玲奈が羞恥心に駆られて頬を赤くすると、由貴哉は可笑しそうにクスッと笑う。

「恥ずかしい？」

「少しだけ……」

「ふふっ、そんな玲奈もかわいい」

　由貴哉は玲奈の唇に軽くキスしてから、たわわに実った胸をやんわりと揉みしだいていく。

「あ……っ……」

　玲奈はか細い声を出して、体をビクンと跳ね上がらせた。

　乳房を軽く揉まれただけなのに、全身が早くも熱く火照り始めていた。胸の高鳴りも増しており、淫靡な期待から妖しくざわめいている。

「ずっと君に触れたくてたまらなかった」

　由貴哉は豊満な膨らみを揉みながら、陶然とした笑みを見せてつぶやく。

　淫靡な手つきと相まって、彼のその表情がとても色気に満ちていて、玲奈はたちまち魅了されてしまう。

「玲奈、もっと感じて。そして、僕だけに色っぽい姿を見せて」

　由貴哉は誘惑するようにささやいて、乳房を大きく捏ね回してくる。

「あっ、あぁん……」

　官能的な声色の効果なのか、全身の感度が上がり気分も高まっていく。

　その直後、薄桃色の乳輪を指先でくすぐられた。

「あ……はぁ……」

　胸の頂を優しく愛撫され、玲奈は頬を上気させて悩ましげに喘ぐ。

「とても綺麗な声だよ。ヴァイオリンの音色のように素敵だ」

　由貴哉はうっとりと聞き惚れながら、膨らみ始めた乳首を弄り続ける。

「あ……ンッ……！」

　指の腹で転がされ、爪で弾かれ、キュッと摘まれて擦り上げられ、乳頭はみるみるうちに硬くしこっていった。

　やまない刺激に玲奈は甘い声を漏らし、ビクビクと小刻みに体を震わせる。

　由貴哉の手の中で、乳房は何度も形を変えていく。指先で擦られている乳首も、すっかり尖って濃い紅色に染まっていた。

　そうやって自身の体の一部が、由貴哉に愛撫されている様を見ているだけで、下腹部の辺りがじわじわと熱くなっていく。同時に劣情も大きく膨れ上がって、もっと触れられたいという願望が強くなる。

「今の玲奈の顔、僕に触れられるのがたまらないって感じだね」

　二つの膨らみを揉みながら、由貴哉は艶めいた微笑でこちらを見つめてくる。

「そ、そんなことは……──あぁンッ！」

　玲奈は恥ずかしさからとっさに否定するが、その言葉を遮るように乳首をクリクリと引っ張られた。

「少しも嫌そうには見えないけど。今だって、乳首を弄られて気持ち良さそうだよ」

　由貴哉は意地悪くささやいては、乳頭への刺激を与え続けていく。

「あっ！　ああぁッ！」

　甘い刺激によって胸の先端から快感が生じ、電流のように瞬く間に広がって下腹部に集中する。体の芯も淫靡に疼き、玲奈の劣情を更に掻き立てていった。

「君の綺麗な声、もっと僕に聴かせて」

　言うが早いか由貴哉は、蕾のような乳首にチュッと口づけを落とす。

「あっ……」

　柔らかい唇が触れた瞬間、玲奈の体はビクンと跳ね上がる。

　彼女の反応を見て、由貴哉は満足げに微笑むと、乳首を口に含んでそっと吸い立てた。

「あっ、あぁぁん」

　玲奈の口から甘切ない嬌声が上がり、体も再び大きく戦慄いた。

　由貴哉は感嘆のため息をつくと、乳輪全体をなぞるように舌を這わせたり、味わうように優しく転がしたりしていく。

「あ……あぁ……っ……」

　巧妙な舌遣いは、指戯とは違った気持ち良さがあり、体の内側に生じた快感がますます広がる。

（初めてなのに、こんなに感じるなんて──）

　そんな自分は、はしたない女なのかもしれない。

　だが、不思議と嫌悪感は湧いてこなかった。むしろ、もっと快感に溺れたいという欲望が込み上げてくる。

「あ……あぁぁッ……！」

　最初は優しかった愛撫も、時間が経つにつれて少しずつ濃厚になり、乳首をねっとりと舐られる。

　そのたびに玲奈は体を戦慄かせ、繰り返し淫らに喘いだ。

　由貴哉もまた、艶姿を見せる玲奈に欲情を煽られたようで、執拗に乳首に吸いついてきた。

「あんっ……！　あっ、あぁぁっ……！」

　玲奈は美しい肢体を反らし、感極まって甘い嬌声を上げた。

　感じれば感じるほど、体の芯がより熱く火照っていく。下腹部全体の疼きも増して、足の間から蜜が溢れてくるのを感じる。

　不意に、由貴哉は豊満な乳房に顔を埋めたまま、再び感嘆のため息をつく。

「あぁ、玲奈。これほどまでに、君にそそられるとは思わなかったよ……」

　彼は甘さを孕んだ声音で告げると、胸の谷間から腹部にかけて舌を這わせていった。

「あ……あぁぁあ……」

　優しくも淫靡な感触によって、快感がより一層引き出されて全身が妖しくざわつく。

　由貴哉はおもむろに顔を上げて、大切なものを扱うように鼠径部を撫でてくる。

　誰にも見せたことのない秘処を暴かれる予感に、玲奈は胸の鼓動が急速に早まるのを感じた。

　全く怖くないわけではないが、だからといって嫌だとは微塵も思わない。また、先程までの羞恥心もほとんどなく、もっと気持ちよくしてほしいとさえ願ってしまう。

　そんな玲奈の心情とは裏腹に、由貴哉はこちらを気遣うように足を開かせる。

「君は何もかも綺麗だよ。顔も髪も声も豊かな胸も、そしてこの秘められた部分も。全部、僕のものにしたくなる」

　由貴哉は酔いしれるように賛美の言葉を告げて、濡れそぼった秘花をじっと眺めた。

（あぁ、由貴哉さん……）

　彼の熱っぽい眼差しや官能的な声音に、玲奈の胸は高鳴りを増していった。濃厚な蜜は更に滴り、花唇は早く触れてほしいという風にヒクヒクと蠢く。

　由貴哉は口元で小さく笑うと、指先で蜜口をそっとなぞり始めた。

「あっ、ああっ」

　乳首を弄られるよりも強い快感が生じ、先程にも増して背筋がゾクゾクと震え上がる。

　玲奈が感じる様子に満足したのか、由貴哉は嬉々とした面持ちで上端にある花芽も一撫でする。

「あぁんッ！」

　小さな突起を触れられた瞬間、玲奈は甲高い嬌声を上げて下肢全体を戦慄かせた。

「ふふっ。玲奈のここ、ちょっと触っただけでヒクヒクしてかわいい。それに、蜜もまた溢れさせて」

　優しい口調や声色とは裏腹に、由貴哉はからかうように淫芽を突いてくる。

「あンッ！」

　甘い刺激によって快感が再び押し寄せてきて、玲奈は頬を上気させてあえかな嬌声を漏らす。

　先程まで優しく愛撫してくれたかと思えば、突然こんな風に意地悪な面を見せてくる。そんな由貴哉の二面性に、玲奈はますます惹かれていった。

「玲奈、もっと気持ちよく感じて乱れてごらん」

　由貴哉は甘い声音でささやきかけて、指先を蜜で濡らして淫芽を撫でてくる。

「あっ！　は……あぁぁッ……！」

　指の腹で擦られた瞬間、快感が一段と膨れ上がって下肢の疼きも増した。

　弄うような指戯が気持ちよくて、玲奈は頬を上気させて淫らに喘ぐ。

「すっかり赤くなってきたね。まるで今の玲奈の頬みたい」

　由貴哉は雌核を優しく転がしながら、玲奈の耳元で再びささやいてきた。

「由貴哉さん……言わないで下さい……。恥ずかし過ぎます……」

　彼の言葉によって羞恥心を掻き立てられ、玲奈はますます頬を赤らめていく。

　すると次の瞬間、蜜を滴らせる膣口に長い指を挿入され、間髪を容れずにゆっくり撹拌された。

「あぁぁあん！」

　玲奈は指を強く締め付けて、甲高い嬌声を上げて下肢を引き攣らせる。

「君がこれだけで感じてくれて嬉しいよ」

　由貴哉は満面の笑みを浮かべながら、花芽と蜜腔を徹底的になぶっていった。

「ンッ……あぁぁぁッ！」

　背筋がゾクゾクと震えるほどの快感が、体の奥からどっと押し寄せてくる。玲奈は喜悦の悲鳴を上げて何度も身悶えた。

　肉芽は充血して膨らみを増していた。長い指で掻き乱されている膣壁も、ヒクヒクと収縮を繰り返して新たな蜜を滴らせる。

　由貴哉が与えてくれる甘美な快楽に溺れ、玲奈の身も心も貪欲なまでに満たされたいと望んでいた。

「蕩けるほど気持ちいいって顔してる。見ているだけでドキドキしてしまうな」

　優しくも淫靡な指戯を続けながら、由貴哉は愉しげに声を弾ませて告げた。

　彼の言葉を聞いた玲奈は、たちまち胸を高鳴らせてうっとりと微笑む。

　由貴哉から容姿や表情を褒められると、いつもこんな風にときめきを覚え、自然と表情が綻んでいく。

（他の男の人に口説かれても、何も感じたことないのに。一体、どうして？）

　脳裏に浮かんだ疑問を掻き消すように、感じる部分を濃厚に攻め立てられて、再び快感に支配されていく。

「あ……あぁぁ……あぁぁあ……」

　玲奈の口から絶え間なく嬌声が漏れ、美しい肢体もわなわなと震える。そのたびに豊満な胸も揺れて、由貴哉の劣情を一段と掻き立てる形となった。

「あぁ、玲奈。もう……たまらない……」

　由貴哉は感極まった声音で名前を呼び、肉芽や淫襞を徹底的に擦り上げていく。

　下肢の中心が熱く疼き、快楽も大きく膨れ上がる。花唇全体も歓喜に震えるように戦慄き、淫蜜を止め処なく溢れさせていた。

「君のここ、すっかりトロトロになってきたね」

　更に言葉でも淫らに責められ、玲奈の全身は快感からゾクゾクと震え上がる。

　それから由貴哉は、指をもう一本追加して蜜孔の奥まで掻き乱す。

「や……っ！　あぁあぁッ！」

　玲奈は二本の指を締め付けながら、双眸に涙を浮かべて幾度となく身悶えた。

「僕の指をこんなに締め付けるとは、ここを掻き乱されるのがよっぽど気に入ったんだね」

　由貴哉はからかいめいた笑みを見せて、花芯をなぶる指の速度を上げていった。

「あぁぁあ……っ！」

　苛烈な指戯によって、快感がより一層大きくなり、下肢の疼きも増していく。蜜口は更に熱くうねり、肉芽は繰り返し小刻みに震えていた。

「こうして僕が触れるたびに、君がますます綺麗になっていくのがわかるよ」

　淫らにヒクつく秘花を見て、由貴哉は感嘆のため息をつく。

　彼の熱い視線に胸を高鳴らせていると、挿入されていた指先が鋭敏な部分を探り当てた。

「んっ……！　あぁぁあん！」

　全身が戦慄くほどの快感が走り、玲奈はたちまち喜悦の悲鳴を上げた。

　その直後、由貴哉は最奥と淫芽を重点的になぶっていく。

「や……あっ、あぁぁあッ！」

　感じる部分を攻め立てられ、身も心も官能一色に染められる。

　体の奥から快楽の波が止め処なく押し寄せ、玲奈は瞬く間に絶頂へと突き上げられていった。

　全身が熱く火照って仕方がない。指先で擦られている花唇は、歓喜に戦慄いて淫らに収縮を繰り返していた。

「あ、あぁ……由貴哉さん……。もっと……」

　玲奈は甘えるような声音で由貴哉に呼びかける。

「もっと、どうしてほしいの？　ちゃんと言葉にしないとわからないよ」

　なぶるような愛撫とは裏腹に、由貴哉は優しく言葉を返してくる。

「もっと……気持ちよくしてほしい……です……」

　色気を醸しながら望みを口にすると、由貴哉は再び満足げに微笑む。

　玲奈はその笑顔に魅了され、たちまち胸を高鳴らせて見惚れていた。

「君に求められて嬉しいよ。それじゃあ、望み通りイカせてあげる」

　そう告げるや否や由貴哉は、敏感な肉芽を容赦なく攻め立ててくる。

「あっ、あっ、あぁぁぁ──ッ！」

　一際強い快楽が全身を駆け抜けて、玲奈は激しく身悶えながら甲高い嬌声を上げた。

　花唇もヒクヒクと戦慄いて、由貴哉の指を濡らすほど官能の雫を滴らせていく。

　挿入された指も、花芽をなぶる指の動きに合わせて、熱くうねる淫襞の中でバラバラと律動していた。

「気持ちいい？」

　淫靡な指戯を繰り返しながら、由貴哉は耳元でそっと問いかけてくる。

「ん……ああぁ……」

　玲奈は言葉にする代わりに、甘い喘ぎ声を漏らす。

　由貴哉が与えてくれる快感は、この上なく気持ちよくてたまらない。しかし、素直に声にして告げるのは、やはり恥ずかしかった。

「答えてくれないと、イカせてあげないよ」

　由貴哉はやんわりと微笑んだまま、意地悪なことを告げてくる。

　たった今、望み通りイカせると言ったばかりなのに、正直に答えないとイカせてくれないなんてひどい。

　玲奈は目を潤ませながら、由貴哉を軽く睨みつけてみるが、何の効果もなかった。

「その表情もかわいい。ますますそそられる」

　もう完全に、由貴哉のペースに飲まれているようだ。

「由貴哉さんの……意地悪……」

「意地悪なんかしてないよ。さっきも言ったように、ちゃんと言葉にして伝えてほしいだけだよ。そうでないと、わからないだろう？」

　本当はわかっているくせに──喉元まで出た言葉を飲み込むと、玲奈は羞恥心を堪えておずおずと口を開く。

「気持ちいい……です……」

　今にも消え入りそうな声で答えると、由貴哉から満面の笑みで「いい子だね、玲奈」と褒められた。

　それから彼は唇にそっとキスを落とし、雌核と共に最奥の鋭敏な部分を擦り上げた。

「あぁぁぁぁッ！」

　全身に強烈な快感が突き抜けて、玲奈は瞬く間に絶頂を迎えて激しく痙攣した。淫芽も蜜腔も、すっかり赤く染まっており、熱く淫らに脈動している。

　荒くなった呼吸を整えながら、絶頂の余韻に浸っていると、長い指がそっと引き抜かれていく。

　甘く優しい口づけを再び落とすと、由貴哉はおもむろに自身のバスローブを脱ぎ捨てた。

「あ……」

　細身ながら程よく筋肉のついた、しなやかで美しい裸体に、玲奈はしばし釘付けになる。

　やがて彼女の視線は、下肢の中心にある男の象徴に向けられた。

　見目麗しい由貴哉に似つかわしくないほど、雄茎は猛々しく屹立している。その上、かなりの長さと太さを有しているのがわかる。

　玲奈がドキドキしながら見つめていると、由貴哉はクスッと小さく笑った。

「欲しい？」

「えっと──」

　由貴哉の問いかけに、玲奈は即答できず狼狽してしまう。

　幾度となく快楽を与えられた体は、彼の熱い楔を欲するようにじんわりと疼いている。その一方で、初めて男性を受け入れる不安も込み上げてくる。

　玲奈の心情を察したのか、由貴哉は穏やかな笑みを見せて、長い髪をそっと撫でてくれた。

「怖がらないで。僕は絶対に、玲奈を傷つけるような真似はしないから」

「由貴哉さん……」

　玲奈は陶然とした眼差しで由貴哉を見返す。

　彼の優しい言葉が胸に沁みる。身も心も蕩けさせられた直後に、こんな風に気遣われたらますます絆されてしまいそうだ。

「このまま、続けてもいい？」

「はい」

　由貴哉の問いかけに、玲奈は迷うことなくうなずいた。

　彼女の同意を確認するなり、由貴哉は避妊具を取り出して剛直に被せていく。

　一体、いつの間にそんな物を用意していたのか──普段の玲奈であれば、そう問いかけているところである。

　しかし酔っていた上に、気持ちよく達かされて理性も蕩けさせられた状態では、そんな疑問すら思い浮かばなかった。

　避妊具を完全に装着したところで、由貴哉は亀頭を濡れそぼった秘花にそっと宛がう。

「あぁ……」

　薄膜越しでも伝わる熱い感触に、玲奈はあえかな声を漏らしてビクンと身震いする。

　由貴哉は焦らすように蜜口を撫でた後、己の猛りをゆっくりと挿入させていった。

「ンンッ……あぁぁ……ッ！」

　指より太いもので中を押し広げられ、玲奈はたまらず苦悶の声を上げる。

　悲鳴を聞いた由貴哉は、すぐさま動きを止めて気遣わしげに顔を覗き込む。

「玲奈、大丈夫？」

「平気です……」

　玲奈はやや掠れた声でそう答えた。

　本当は口で言うほど大丈夫ではない。

　だが、由貴哉に心配をかけさせたくなくて、つい強がって平気なふりをしてしまう。

「全く、こんな時まで無理するんだから……」

　由貴哉は困った様子で小さくため息をつく。

　どうやら彼の前では隠し事などできないようだ。

「辛い時は、ちゃんと辛いって言わないと駄目だろう？」

　やんわりとした口調でたしなめられ、玲奈はしゅんとなって「すみません……」と謝る。

「そんな顔しないで。僕は君を泣かせたいわけじゃないんだ」

　由貴哉は幼子をあやすように、優しく髪を撫でてくれる。

　いたわるような手つきに、体の緊張が和らぎ心も解れていく。

「うん、楽になったみたいだね。表情がさっきより和らいでいる」

　由貴哉は満足げに微笑んだ後、中断していた挿入を再開する。

　その後も彼は時折動きを止めて、玲奈を気遣うようにキスをしたり、愛撫したりしてくれる。

　そうして少しずつ隘路を押し広げられ、雄肉は奥へと進められていった。

　初めて受け入れた痛みは残っていたが、由貴哉の優しい口づけと愛撫のおかげでだいぶ楽になった。

　──男性からこんな風に、大切に扱われたのは初めてかもしれない。

　決して欲望に流されず、こちらを第一に考えて気遣ってくれる由貴哉に、玲奈はますます絆され惹かれていく。

　時間をかけて奥深くまで挿入され、熱い切っ先がついに子宮口へ到達する。

「やっと、君の全てが手に入った」

　由貴哉はごく小さな声でつぶやくと、玲奈の髪を撫でて愛しげに口づけしてくる。

「ん……」

　唇を開くとすぐに舌が入ってきて、口内を味わうように優しく弄られた。

　蠢く舌の感触が心地良くて、玲奈もたどたどしく舌を動かして絡めていく。

「んっ……ん……うぅ……」

　口づけを交わせば交わすほど、胸の高鳴りが増していった。体の芯も一段と熱く火照ってざわざわと粟立っている。

　玲奈が広い背中に腕を回すと、由貴哉の唇がそっと離れていく。

　端整な顔には優しい笑みが浮かんでいたが、その瞳には強い欲望の光が宿っていた。

　由貴哉の目を見た瞬間、下腹部の奥が疼きを増して、同時に心も落ち着かなくなる。

「動くよ」

　そう告げてから再びキスを落とすと、由貴哉はゆっくり腰を動かして抽送を開始した。

「あっ、ああぁ……」

　埋め込まれた剛直が淫襞に擦りつけられ、蜜唇全体がヒクヒクと戦慄く。

　続いて熱い切っ先で最奥を突かれ、下腹部の疼きが増して快感が大きくなる。

　玲奈を気遣うように、由貴哉は一定のリズムで律動を繰り返しては、淫襞をそっと擦り上げていった。

　優しい抽送の筈なのに、媚肉は早くも熱くうねっている。まるで、もっと乱されたいと望んでいるかのようだ。

　じれったくなった玲奈は、誘うように自身の脚を由貴哉の腰に絡ませる。その弾みで蜜壷が引き締まり、剛直が締め付けてしまった。

「ん……っ……」

　由貴哉は小さく呻くと、下肢を小刻みに震わせて雄茎を昂らせた。

「ああ、駄目だ。もっとじっくり君を堪能したいのに、このままでは溺れてしまいそうだ……」

　つい先程まで、余裕の態度を崩さなかった由貴哉が、ここへ来て理性と欲望の狭間で揺れ始めているようだ。

　そんな彼を見ているうちに、玲奈の淫欲はますます掻き立てられ、心身共に蕩けさせられたいという願望が強まる。

「もしかして、我慢してるんですか？」

　玲奈は由貴哉の背中に腕を回したまま、艶めいた微笑みを見せて問いかけた。

　彼女の言動が煽情的だったせいか、由貴哉はたじろぎながら息を呑む。

「由貴哉さんも、本当はもっと気持ちよくなりたいんでしょう？　我慢しないで、ご自分の心に素直に従ったらどうです？」

　追い打ちをかけるように甘くささやかれ、由貴哉の体はピクンと跳ね上がる。

「全く、さっきまで恥ずかしがっていたかと思えば、今度は色香で迫って煽ってくるんだから……」

　彼は困惑した様子でひとりごちた後、淫靡な熱を孕んだ瞳で玲奈を見下ろしてくる。

　獰猛な眼差しを向けられた途端、体の疼きが増してより一層劣情を掻き立てられた。

「そんなに煽られると、僕も本当に抑えられなくなるけど、それでも構わない？」

「構いません。由貴哉さんになら、何度でも気持ちよくしてもらいたいです」

　身も心も快楽の虜になっていた玲奈は、陶然とした微笑で自身の願望を口にする。

「君は本当に、僕を煽るのが得意だな」

　それから由貴哉は、緩やかだった抽送の速度を少しずつ上げて、肉棒を猛然と擦りつけていった。

「あぁぁぁあっ！」

　全身がすぐさま苛烈な快感に襲われ、子宮口に甘い衝撃が奔ってジンと疼く。

　絶え間なく訪れる絶頂感に、幾度となく気を遣りそうになりながら、玲奈は激しく身悶えた。

「はぁ……はぁ……」

　性器同士がぶつかる音と、玲奈の甲高い嬌声に混じって、由貴哉の荒い息遣いが口から漏れる。その美しい顔からは余裕の表情が消え、瞳も飢えた獣のようにぎらついていた。

「玲奈、もっと……君を味わわせて……」

　由貴哉は声を上擦らせてつぶやくと、下肢をわなわなと震わせて最奥を突き上げる。

「あっ、あぁぁっ、あぁぁああ！」

　熱い切っ先が押し付けられるたびに、媚肉はうねりを増して淫らに蠢動を繰り返した。

　由貴哉もまた、感極まった様子でため息をついて、自身の熱い屹立を一段と昂らせる。

「あぁ……ンンッ……！」

　攻める場所を変えながら、膣襞全体を熱く獰猛に擦られ、強い快感が体中に広がっていく。

　玲奈はあまりの気持ちよさに、歓喜に震えて艶めいた声音で喘ぎ続ける。

「あぁ、玲奈……」

　由貴哉はため息交じりに名前を呼ぶと、腰を強く打ちつけて律動の速度を更に上げていった。

「あぁぁぁあ！　あっ、あっ、あぁぁぁ！」

　熱く脈動する雄肉で撹拌され、玲奈は喉を仰け反らせて喜悦の悲鳴を上げた。

　無防備に晒された首元に、由貴哉がすかさず顔を埋めてきて、舌で白い肌を舐める。

　そのまま胸の谷間まで舌を這わされ、甘い痺れを伴った快楽が背筋を突き抜ける。

　熱い屹立で擦り上げられ、柔肌を優しく舐られ、胸の膨らみを弄られる。尽きることのない快感が、玲奈の全てを官能の奈落へ堕としていく。

「あ……あぁ……。由貴哉……さん……」

　甘く淫靡な快楽に溺れていた玲奈は、表情を蕩けさせて名前を呼んだ。

　色気に溢れた声色と面持ちにそそられたのか、由貴哉は玲奈の最も感じる部分に狙いをつけて、重点的に肉茎を擦りつけていく。

「あんっ！　あぁぁぁあン！」

　体の内側で膨れ上がった快感が堰を切り、玲奈は一段と甲高い嬌声で啼いて何度も身悶えた。

「ん……くぅ……」

　その直後、由貴哉も小さく喘いで下肢を戦慄かせ、滾った雄肉を強く押し付けた。

　子宮口を突き上げられた瞬間、花壺全体に甘い衝撃が奔り、ヒクヒクと大きく戦慄く。

　締め付けられる形となった剛直は、隘路の中で脈動を繰り返しながら、薄膜の中に熱い精を吐き出した。

　共に絶頂を迎えた二人は、火照った体を重ねたまま官能の余韻に浸っていた。

　──何て甘く幸せなのだろうか……。

　初めての情交で、何度も達して疲れている筈なのに、少しもそれを感じさせない。むしろ、身も心も甘い陶酔で満たされている。

　感極まった玲奈がため息をつくと、熱を失った由貴哉の男根が引き抜かれた。

「いや……」

　つながりがなくなった途端に、由貴哉が手の届かない場所へ行ってしまう気がして、玲奈は切なげな面持ちで縋りつく。

「そんな悲しそうな顔しないで。僕は玲奈を置いて、どこにも行ったりしないから」

　由貴哉はあやすようにささやくと、唇をそっと重ねてくる。

「ん……ふぅ……」

　チュッとリップ音を立てながら、二人は甘く啄むような口づけを繰り返した。

　甘美なキスに夢中になった玲奈は、たまらず由貴哉の体を強く抱きしめる。

　すると彼の口づけは徐々に濃厚なものになり、玲奈の体と心は再び蕩けさせられていく。

　甘く淫らに愛され、官能の愉悦を覚えた玲奈の胸は、一段と高鳴りを増していった。

　

　

　どこからともなく、『無伴奏チェロ組曲』の優しい旋律が流れてくる。

　それがスマホのアラーム音だと気付き、由貴哉はすぐに体を起こして音楽を止めた。

（もうこんな時間か……）

　今日も仕事があるが、このままずっとここにいたい。

　その理由はただ一つ、好きな女性と離れたくないからだ。

　仕事では常に一緒だが、それと昨夜の甘い一時とでは意味合いが全然違う。もっと彼女の全てを見たいし、もっと快感を与えて悦ばせたい。

「玲奈……」

　由貴哉はそっと名前を声に出してつぶやき、自身の隣で眠る玲奈に目を向ける。

　初めて彼女を見た時、由貴哉は今まで感じたことのないほど胸の高鳴りを覚えた。

　言い寄ってくる女性の多くは、自分を大企業の御曹司としてしか見てくれなかった。告白してきた相手は大抵、金持ちの自分と付き合いたいという動機からであった。

　一部の同性からは嫌味を込めて、「金持ちで音楽の才能もあって、女にモテて羨ましい」と真っ向から言われたこともある。

　そんな風にしか見てもらえないことで、由貴哉は自分の存在価値がひどく薄っぺらなものに思えてきた。

　そんなやるせない気持ちを抱いていた時、玲奈と運命とも言える出会いをした。

　あの出会いはある意味、由貴哉にとって衝撃的とも言えた。

　当時の玲奈も充分に魅力的だったが、自社に就職してからその美しさはますます磨きがかかっていった。

　知的な雰囲気の中にも、蠱惑的な色気を含んだ美貌。形の良い唇の左下にある小さなホクロが、玲奈の美しい顔立ちを艶っぽく見せているに違いない。

　スレンダーな体つきかと思いきや、胸はたわわに実っており、お尻も綺麗な丸い形をしている。

　完璧なのは容姿だけではない。由貴哉が何より玲奈に惹かれたのは、彼女が一人の男として見てくれたところである。

　あれはまだ、玲奈が自身の秘書になる前。ちょうど彼女と話す機会ができた時のこと。

『他の人達は厳しいと言っているけど、私は社長の優しくて誠実なところを、心から尊敬しています。初めて会ったあの日も、私を気にかけてくれたのが嬉しかったです。私もあなたのような、優しい人になりたいと思いました』

　嘘偽りのないその言葉と、自身に向けてくる熱い眼差しに、由貴哉は一瞬にして心を射抜かれた。

　今まで出会った中で、玲奈はまさに最高の女性と言える存在である。

　そして日を追うごとに、由貴哉はますます玲奈に惹かれ、同時に彼女を求めるようになった。

　一昨年、前任の秘書の寿退職が決まった際に好機と見て、迷うことなく自身の専属秘書に任命したのだ。

　もちろん、玲奈の真面目な仕事ぶりも評価していた。しかしそれ以上に、彼女を自分のそばに置きたかったのもある。

　そうして玲奈の全てを手に入れるべく、甘く優しく接してどんな時でも気遣うのを怠らなかった。

　昨日、玲奈が悩んでいるのを見た瞬間、自分が絶対に助けてやらなければという使命感に駆られた。多少強引に話を進めたのは、真面目な彼女のことだから迷惑をかけたくないと、こちらに遠慮すると思ったからだ。

　最初は普通に悩みを聞くだけの予定だったが、そこから甘い展開になるとは予想だにしていなかった。

　あんな風に色香で迫られるとは思わなかったが、同時に好きな女性から求められる歓びに満たされ、由貴哉は迷うことなく抱いた。

「備えあれば患いなしだ」という従兄弟の助言に従い、避妊具を持ち歩いていたのは正解である。

（マサにはお礼も兼ねて、近々奢るとしよう）

　そう考えていると、眠っていた玲奈が目を覚ました。

　その刹那、彼女の甘く心地良い声が聞けるのだと胸が高鳴り、由貴哉は自然と表情を綻ばせた。

　

　

「おはよう、玲奈」

　深いまどろみから覚めると同時に、頭上から聞き慣れた優しい声が聞こえてきた。

（この声は──）

　焦点の合わない目を数回瞬かせると、玲奈は気だるさの残る体を起こして周囲を見渡す。

　そこは見慣れない部屋だった。隣にはなぜか由貴哉がいる。

　彼の姿を捉えた瞬間、胸がときめいて体の芯も熱くなっていく。

「おはよう……ございます……」

　一体、どういう状況なのか全くわからない。

　戸惑う玲奈を見て不審に思ったのか、由貴哉は訝しげな面持ちで「どうかした？」と問いかけた。

「あの、ここはどこなんでしょうか？　それに、どうして社長が一緒に──？」

「玲奈、もしかして……昨夜のこと忘れてる？」

「昨夜……？」

　由貴哉の言葉を受けて、玲奈は記憶の糸をたどっていく。

　確か、愚痴を聞いてもらうために、由貴哉とバーで飲んだ。覚えている限り、三杯は飲んだ気がする。

　その後、帰りたくないからと言って、由貴哉に連れられてホテルへ向かった。

　そこまで思い出したところで、玲奈は後頭部を殴られたような衝撃を覚える。

（え？　ちょっと待って。私、何をしてしまったの……!?）

　ホテルに着いた後、酔った勢いで由貴哉に迫り、欲望を剥き出しにした彼に押し倒された。その後、甘く淫靡な愛撫で体中を触れられ、滾った剛直で中を擦られたのだ。

　全てを思い出した玲奈は、羞恥心からみるみるうちに頬を染めていく。

「あぁぁ、どうしよう！　私、何てことを！」

「玲奈!?」

　急に玲奈が取り乱したものだから、さすがの由貴哉も驚きを隠せない様子である。

「ごめんなさい！　いくら酔っていたからとはいえ、社長に迫った挙句関係を持ってしまうなんて！　私、クビですよね!?」

　もう泣きたくてたまらない。穴があったら今すぐ入りたいぐらいだ。

「玲奈、落ち着いて。クビになんかしないから」

　由貴哉は狼狽する玲奈を抱き寄せて、宥めるように何度も髪を撫でてくれた。

　彼のぬくもりや手つきがとても心地良くて、動揺からざわめく心がたちまち静まる。

　玲奈が潤んだ目で見上げると、由貴哉はやんわりと微笑みかけてくる。

「僕は昨夜のこと、少しも後悔していないよ。本当に嫌だったら抱いたりしないし、ましてや一緒にホテルに泊まったりもしない」

「社長……」

　玲奈が小さな声で呼びかけると、唇にそっと人差し指を押し当てられた。

「仕事以外では、『由貴哉さん』だろう？」

「はい、由貴哉さん……」

　やんわりと指摘され、玲奈は改めて名前で呼ぶ。

　それから由貴哉は満面の笑みで話を続けた。

「玲奈、僕はもっと君を気持ちよくさせてあげたい。君の全てを深く知りたいんだ」

「由貴哉さん……」

　由貴哉の言葉に、玲奈の心は大きく揺れる。

　──いくら体をつなげたとはいえ、上司と親密な関係になってもいいのだろうか？

　本来であれば身を引くべきだと思う。それでも玲奈は、どうしても断ることができずにいた。

　その理由はただ一つ──由貴哉に強く惹かれてしまう自分がいる以外に他ならない。

　玲奈がいつまでも返事をためらっていると、由貴哉は艶めいた笑みを浮かべて口を開く。

「玲奈も我慢しないで、自分の心に素直に従ったらどう？」

　その言い方はまるで、昨夜の情交で由貴哉を誘惑した時のものと、全く同じであった。

　これ以上は、自分の心を偽れそうにない。玲奈は罪悪感を抱きつつも、自身の願望を口にしてしまう。

「……これからも、由貴哉さんに気持ちよくしてもらいたいです……」

「その言葉を聞けて嬉しいよ」

　由貴哉は満足げにささやいた後、唇をそっと重ねて口内を貪るように舐る。

「ん……ふぅ……」

　罪悪感はまだ消えていなかったが、玲奈は拒絶することなく口づけを受け入れ、夢中で舌を絡ませ合った。

　由貴哉に抱いていた尊敬の念が、次第に恋情に変わりつつあった。







第二章　〜若社長と濃密な淫夜〜








　あの濃蜜な一夜から、玲奈は由貴哉と秘密の付き合いをすることになった。

　会社では今まで通り、社長と秘書の関係で通している。

　休日は美味しいスイーツのあるカフェでお茶をしたり、由貴哉の部屋に行ったりして甘い時間を過ごした。

　そして夜になると、淫靡な愛撫と熱い屹立で蕩けるような快感を与えられ、何度も気持ちよくイカされている。

　最初の頃は、周囲に勘付かれたりしないだろうかと、出社するたびに他の社員の様子を窺っていた。

　だが、まだ誰も知らないとわかってからは、案外バレないものなのだと安心し後ろめたさも薄れていった。

　もっとも由貴哉が言うには、会長と専務には自分達の関係をすでに知られたらしいが。

　だが、役員の二人が特に何も言わないのだから、この付き合いは認められたと判断して構わないだろう。

（さすがにあの夜のことは、お二人も知らない筈よね？）

　会長や専務とも何度か言葉を交わしたが、今のところあの夜のことを知っている素振りはない。

　由貴哉も、あの出来事は口外しないと約束してくれたので、自分と彼だけの秘密は守られていると信じて良さそうだ。

　そんなよく晴れた日の午後。所用を終えて社長室へ戻る途中で、後輩の女子社員二人とすれ違う。

「お疲れ様です」

「お疲れ様」

　挨拶を交わして通り過ぎようとすると、後輩の一人が「あっ、待って下さい」と呼び止める。

「三上さんって、前より綺麗になりましたよね」

「そう？　今までと変わったところはないと思うけど」

　化粧品は今までと同じものを使っている。服装もごく普通のビジネススーツ。特に変わったところなどないと思う。

「いえ、絶対に綺麗になってますって。そう思うよね？」

　後輩が隣にいる子に同意を求めると、彼女はすかさず「うん」と大きくうなずく。

「前から美人だなって思ってましたけど、社長の秘書になってからますます綺麗になったように感じます。もしかして、社長とお付き合いしているとか？」

「何言っているの、そんなわけないでしょう」

　玲奈は内心ドキリとしつつも、それをおくびにも出さず笑って否定した。

　こちらの返答にがっかりしたらしく、後輩二人は「何だ……」と揃って肩を落とす。

「もったいないですよ。社長と三上さん、美男美女ですごくお似合いのカップルになりそうなのに……」

「あの厳しい社長も、三上さんには優しいですし。あれは絶対、三上さんに気がありますって」

　楽しそうにはしゃぐその姿は、恋愛話に興じる学生のようで少し呆れてしまう。

　その時、ふと誰かの視線を感じて玲奈は振り返った。

　一人の長身の男が、こちらの様子を窺うように立っていた。同期の栗くり林ばやし淳あつしである。

　しかし、玲奈と目が合うなり栗林はすぐに視線を逸らし、逃げるようにその場を去って行った。

（まさか栗林君、今の私達の会話を聞いていたの？）

　別に聞かれて困るようなことは何も話していない。それでも、そうやって陰からこっそり聞かれるのは、付きまとわれているようで良い気はしなかった。

　それから後輩二人と別れた後、玲奈は急ぎ足で廊下を歩いた。

　別に急いで戻るよう言われているわけではない。それでも、少しでも長く由貴哉のそばにいたいという気持ちが込み上げて、自然と歩調が早くのなるのだ。

　社長室では由貴哉が相変わらず忙しそうに、書類やパソコンの画面と向き合っていた。

　そんな彼に一息ついてもらおうと、玲奈は席に着く前に紅茶を淹れる。

「社長、紅茶をどうぞ」

　デスクの上にそっとカップを置くと、由貴哉は仕事の手を止めて表情を緩める。

「ありがとう、さっそくいただくよ」

　そう一言告げてから、彼は静かに紅茶を口に含む。

　その所作がとても美しく、玲奈は頬を上気させて見惚れていた。

「やっぱり、君に淹れてもらった紅茶が一番美味しいな」

　由貴哉は満足げに破顔して、称賛の言葉をかけてくれた。

　些細なことではあるが、こうして褒められるのはとても嬉しい。玲奈は表情を綻ばせて「ありがとうございます」と礼を言う。

「ところで玲奈、今度の休日なんだけど──」

　それから由貴哉は、甘さを含んだ表情と声音で話しかけてくる。

「由貴哉さん、今は勤務時間中ですよ。公私混同は避けて下さい」

　他の社員がいる時はしっかりわきまえるのに、二人きりになった途端こうしてプライベートの顔を見せてくる。そんな上司に呆れた玲奈は、小さくため息をついてたしなめた。

　しかし、由貴哉は悪びれるどころか、なぜか可笑しそうにクスッと笑う。

「何ですか？」

「そう言う玲奈こそ、僕のこと名前で呼んでいるけど？」

　すかさず指摘されて、玲奈は顔を真っ赤にして口を噤んだ。

　普段は気を付けているのに、休日の話を持ち出されたせいか、つい油断してしまった。

（私だけは、しっかりしなきゃって思っていたのに……）

　自身の不甲斐なさを嘆く玲奈だったが、由貴哉は少しも気にする素振りを見せない。

「このまま話を続けてもいい？」

「どうぞ……」

　今しがた公私混同をしてしまった自分に、由貴哉のことをどうこう言える筋合などない。玲奈は半ば諦めて同意した。

　彼女の返答を聞いた由貴哉は、嬉々とした笑顔で話の続きをする。

「美味しいマリトッツォの店を見つけたんだ。良かったらそこへ行ってみない？」

「はい、ぜひ行きましょう！」

　スイーツ好きな玲奈は、すっかりそちらに意識を向けられ、嬉々とした様子で目を輝かせる。

「それで、どっちの部屋に行く？」

「……また由貴哉さんのお部屋でいいですか？」

　玲奈は申し訳なさそうにお願いした。

　毎回、由貴哉の部屋に行ってばかりなので、たまには自分の部屋に招待すべきだと思っている。

　だが、由貴哉と一緒にいる時に父親が訪ねてきたら嫌なので、つい逃げるように彼の部屋へ行ってしまう。

（このままではいけないのはわかっているけど……）

　喧嘩をした後だから、できればあまり顔を合わせたくない。それに何より、由貴哉との甘い時間を邪魔されたくなかった。

　玲奈の心情を察したのか、由貴哉は嫌な顔一つせず「いいよ」と同意してくれた。

「君ならいつでも大歓迎だから」

「ありがとうございます」

　玲奈がすかさず礼を言うと、由貴哉は意味ありげに艶めいた笑みを向けてくる。

　その表情を見た瞬間、胸が大きく高鳴り体も急激に熱くなる。

「今度の休日、すごく楽しみだね」

「ええ、そう……ですね……」

　玲奈はぎこちない笑みを浮かべてうなずく。

　由貴哉の言う「楽しみ」の中には、甘く淫靡な情交も含まれている。きっと次の休日でも、たっぷりと快楽を与えられて何度もイカされるに違いない。

（何もわざわざ、仕事中に言わなくても……）

　内心では恥じらいつつも、密かに楽しみにしている自分もいることに、玲奈は薄々気付いていた。

　

　

　週末は予定通り、マリトッツォ専門店に行くことになった。

　部屋を出てマンションのエントランスに降り立ったところで、シルバーの車が停まっているのが目に入る。由貴哉の愛車だ。

　由貴哉もこちらの存在に気付いたようで、運転席から降りるとさわやかな笑顔を向けてきた。

　優雅で上品な彼らしく、細身のスーツにサテン生地のドレスシャツを合わせている。

「おはようございます、由貴哉さん」

「おはよう、玲奈。今日の君も一段と綺麗だね」

　休日のデートのたびに、由貴哉はこうして玲奈の容姿を褒めてくれる。

　最初の頃は照れくさかったが、今は賛美の言葉をかけてもらえるのが、嬉しくてたまらない。

　その理由はきっと、由貴哉に綺麗な姿を見てもらいたいという気持ちがあるからだろう。

　そんなことを考えていると、由貴哉がそばに来て「荷物、車に積んであげるから貸して」と手を差し出してくる。

「あ、はい」

　玲奈は宿泊セットを入れた鞄を由貴哉に渡した。その際、互いの手と手が軽く触れ合う。

　たったそれだけのことなのに、頬の辺りがほんのりと熱くなり、自然と胸がときめいた。

「さあ、どうぞ。乗って」

　由貴哉は助手席のドアを開けて、優美な仕草で乗車を促してくる。

「はい、よろしくお願いします」

　令嬢のように扱われて気恥ずかしさを覚えつつも、玲奈は助手席に座りシートベルトを着ける。

　由貴哉もすぐに運転席に乗り込み、シートベルトを着けて車を発進させた。

　車を走らせて数分後。交差点で信号待ちをしていた際、由貴哉が唐突に話しかけてきた。

「君は本当に、日増しに綺麗になっていくね」

「まあ、休日ぐらいはめいっぱい、おしゃれしようかなと思って」

　今日の服装は、アンサンブルのニットに紺のレースのロングスカート。他にも、ネックレスやイヤリングなどのアクセサリーも着けている。

　すると由貴哉は、意味深なことをぽつりとつぶやく。

「綺麗な理由は外見だけじゃないと思うよ」

「え？」

　由貴哉の言葉の意味がわからず、玲奈は首を傾げて聞き返す。

　だが、信号が青に変わったため、彼はそれ以上のことは答えず車を発進させる。

　言葉の意味が気になったものの、運転の邪魔をしてはいけないと思い、そのまま何も訊かずにいた。

　二十分後、ようやく目的地であるマリトッツォ専門店に着いた。

　三階建てのビルの一階に入っているその店は、決して広いとは言えなかったが、おしゃれな雰囲気が漂っていて居心地が良い。

　ショーケースに並べられているのは、ホイップクリームを挟んだだけのシンプルなものを始め、苺やキウイといったフルーツ入りのものやチョコレートクリームのものなど。その種類は実に豊富であった。その上、大きめのブリオッシュが使用されており、見ただけで食べ応えがありそうだとわかる。

「どれもすごく美味しそう」

　どの種類のマリトッツォも、食べてみたいものばかりで迷ってしまう。

　なかなか決められずにいると、由貴哉が思いも寄らない提案をしてくる。

「決められないなら、食べてみたいもの全部買おう」

「いえ、由貴哉さんにそんなことさせるわけにはいきません」

　欲しいものを全部買ったら、合計額は数千円にも上る。

　プライベートの時間とはいえ、上司に菓子代を払わせるという図々しい真似など、玲奈にはとてもできなかった。

「もしかして、金銭面の心配をしてる？　僕が玲奈のために買ってあげるんだから、そんなの気にする必要ないよ」

「でも、こんなにたくさんは食べ切れません」

「だったら、半分こして食べようよ。それなら食べ切れるだろう？」

「ええ、まあ……」

　確かに半分ずつ分け合って食べるなら、たくさん買っても問題ないかもしれない。

　しかしそれでも、由貴哉に全額負担させるのは気が引けた。

「それじゃあ、決まりだね。玲奈の好きなもの、どれでも選んでいいよ」

　こうして由貴哉に押される形で、玲奈は欲しいマリトッツォを選んでいく。

　その数、合計八個。一応、割勘を提案してみたものの、「気を遣わなくていいから」と言われて結局彼に奢ってもらうことになった。

　買い物を済ませて店を出ると、そのまま由貴哉の住むマンションへ向かう。

　彼の部屋は都心のタワーマンションの最上階にある。

　二十畳の広さもあるフローリングのリビングには、高価なソファーとテーブル、オーディオ機器と大画面の薄型テレビ、そして観葉植物が置かれている。

　由貴哉は殺風景な部屋だと言っているが、落ち着きがあって玲奈はとても好きだった。

「紅茶を淹れるから、玲奈は座って待ってて」

「いえ、私も手伝います」

　由貴哉一人にやらせるのは申し訳ないと思い、玲奈はすかさず手伝いを申し出る。

　しかし当人は、首を縦に振ろうとはしなかった。

「ここは僕の部屋なんだから、お客をもてなすのは僕の役目だよ。だから君は、音楽でも聴いてゆっくりしてて」

　そう言うと由貴哉は、オーディオの電源を入れて再生ボタンを押した。

　スピーカーからピアノの旋律が流れてくる。ショパンの楽曲である。

　由貴哉がクラシック音楽に造詣が深いのも、チェロの演奏を趣味としているのも、世界的に有名なヴァイオリニストである母親の影響だろう。

　玲奈も子供の頃、ピアノを習っていた同級生に憧れて、自分も音楽をやってみたいと思った時期がある。

　だが、官舎暮らしの身でそんな高価なものを買う余裕などないと一蹴され、諦めるしかなかった。

「玲奈、また表情が暗くなっているよ」

　不意に、横から由貴哉に声をかけられて、玲奈は慌てて思考を現実に引き戻す。

「すみません……」

　せっかくのデートの時間に、また過去のことを思い出してしまった。

　玲奈が肩を落としてため息をつくと、由貴哉はクスッと小さく笑う。

「美味しいスイーツを食べたら、嫌なことなんてすぐに忘れてしまうよ」

「そうですね」

　──嫌なことを思い出した時こそ、甘いものを食べて気分転換をしよう。

　それから由貴哉はティーセットと、マリトッツォが乗った皿をテーブルに並べていく。

　綺麗な花の絵柄が入った、陶磁器の揃いの食器である。自分とのデート用にと、わざわざ買い足した物らしい。

　玲奈は紅茶を一口飲むと、クリームの中に苺が入ったマリトッツォに手を伸ばした。

　食べた瞬間、苺の甘酸っぱさと濃厚なクリームの甘さが、口の中に広がっていく。

「すごく美味しいです」

「気に入ってもらえって良かった。玲奈がスイーツの食べ歩きが好きだって聞いてから、絶対に連れて行ってあげようと思ったんだ」

　玲奈の喜ぶ姿を見て満足したようで、由貴哉は表情を綻ばせながらマリトッツォを口に運ぶ。

　玲奈もまた、由貴哉が美味しいスイーツの店を見つけてくれたのが嬉しくて、自然と胸をときめかせた。

　すると由貴哉は唐突に、こちらを魅了するような微笑を向けてくる。

「お菓子を食べている時の玲奈は、本当に幸せそうな顔をしてるよね。今だって、頬がほんのり薔薇色に染まっていて、すごく素敵だよ」

「あんまりじっと見つめられると、何だか恥ずかしいです……」

　玲奈は目を逸らしてカップを手に取る。

　今の自分が頬を上気させているのは、由貴哉が魅力的な笑みを見せているからだ。

　それを知ってか知らずか、彼は立て続けに玲奈の羞恥心を掻き立てることを告げる。

「だけど、君が一番幸せそうな顔を見せるのは、僕に抱かれている時かな」

「ちょっと、由貴哉さん！　変な冗談を言わないで下さい！　心臓に悪いです！」

　急にはしたないことを言われたものだから、玲奈はいたたまれなくなって盛大にむせてしまう。

「冗談なんかじゃないんだけどな……」

　落胆した様子を見せる由貴哉だったが、すぐに元の艶然とした笑みに戻った。

「な、何ですか？」

　それから意味深な視線で見つめられ、玲奈は思わず緊張して身構えてしまう。

「今夜も、玲奈のことたくさん気持ちよくイカせて、幸せな気分にしてあげるからね」

　低く官能的な声音でささやかれ、玲奈は一段と頬を赤く染めていった。

　まだ触れられているわけでもないのに、体の芯は早くも熱く火照り始めている。胸の奥も、いつになく妖しくざわめいている。

　そんな風に体が淫靡に疼いてしまったせいで、その後に食べたマリトッツォの味が一切わからなかった。

　

　

　夜になり、先に風呂から上がった玲奈は、ベッドに座って由貴哉が出てくるのを待っていた。

　スマホの電源はちゃんと切ってある。これで自分達の甘い時間を邪魔する者はいない。

　それから玲奈はふと、傍らに置かれている下着に視線を向けた。

　下着とはいっても、セクシーさを強調したいわゆる勝負下着で、まさに相手に見せるために作られたもの。

　レース生地で作られたブラジャーは、普段着けているものよりカップが浅い。真ん中には切れ込みが入っていて、そこから乳首が露出する仕様になっている。

　丈の浅いショーツはＴバック。クロッチ部分も真ん中で割れており、足を開けば秘処が露わになってしまう。

　先週の休日、親友に勧められるままに買った。

　カフェでお茶をしている時に、交際を始めた相手がいると話すと、下着専門店へ連れて行かれたのだ。

　そして親友と店員から、誘惑するならこれが一番だと強く勧められ、このローズピンクの下着一式を買ってみることにした。

　だが、いざこうして改めて見ると、恥ずかしくなって着るのをためらってしまう。

（あの上品な由貴哉さんが、こういうのを喜ぶとは思えないけど……）

　むしろ引かれてしまう可能性もある。そのことを考えたら、玲奈の中にますますためらいが生じた。

　──他の男からは、自分がどう思われようと構わない。だけど由貴哉にだけは、何があっても嫌われたくない。

　玲奈にとって由貴哉は尊敬の対象だったが、今やその感情は恋愛に変わりつつある。いや、自分でそう思い込んでいただけで、本当は最初から恋心を抱いていたのかもしれない。

　いずれにしろ、下着のせいでこの関係が終わってしまうなんてことは、絶対に避けたかった。

　見られる前にしまっておこうと鞄に手を伸ばした時、タイミング悪く風呂上がりの由貴哉が部屋に入ってくる。

　敢えて見せつけているのか、バスローブの襟元が大きく開かれていた。そこから覗く鎖骨や胸板につい目が行ってしまう。普段は綺麗に整えられている髪も、少し乱れていてどことなく色っぽい。

「玲奈、その下着は？」

　案の定、由貴哉は質問を投げかけてくる。

　見られてしまった以上、答えないわけにはいかない。玲奈は包み隠さず正直に話す。

「この前、友人とお茶をした時に交際を始めたと話したら、なぜか下着専門店に連れて行かれてこれを買うよう勧められて……。断るのも何だか悪いので、とりあえず買ってみたんですけど、私がこんなものを着たら引きますよね？」

　由貴哉の反応を見るのが怖くて、上手く目を合わせられない。

（やっぱり、持ってくるんじゃなかった……）

　鞄に入れていたことを後悔していると、由貴哉はおもむろに破顔して「すごく素敵だよ」と賛美の言葉を告げた。

「え？」

　予想外の反応が返ってきて、玲奈は少しの間ぽかんとなる。

「あの、由貴哉さん。引いてないんですか……？」

「引くわけないじゃないか。むしろ、僕に見せるために買ってくれて嬉しいよ」

　由貴哉の目はいつになく、嬉々とした様子で輝いていた。

　喜んでもらえたのは嬉しい。しかし、ここまで興奮した由貴哉を見るのも初めてで、玲奈は少しばかり面食ってしまう。

「玲奈、さっそく着てみせてよ。きっと君に似合っていると思うからさ」

「は、はい……」

　ここまで期待に満ちた眼差しでせがまれたら、着ないわけにはいかない。

　玲奈がうなずくのを確認すると、由貴哉はますます嬉しそうに表情を綻ばせた。

　

　

　数分後、別室で例の下着に着替えた玲奈は、由貴哉の寝室の前まで来ていた。

　深呼吸して扉をノックすると、中から「どうぞ」と返事が返ってくる。

　玲奈はゆっくり扉を開けて寝室に入り、由貴哉のそばまで歩み寄る。

　歩くたびに、豊かな乳房が上下に揺れる。その様子を由貴哉はじっと見つめていた。

　熱っぽい視線を向けられ、羞恥心を掻き立てられると同時に体が疼く。

「どう……でしょうか？」

　玲奈は今にも消え入りそうな声音で尋ねた。

　由貴哉は玲奈の全身をじっくり眺めた後、恍惚の笑みを浮かべて口を開いた。

「すごく色っぽい……素敵だよ」

　甘く低い声音は上擦っており、玲奈の脳内に心地良く響き渡る。

　こうして見られているだけで、胸の高鳴りが増していく。全身も熱く火照って、淫靡な欲望が込み上げてくる。

　そんな玲奈の劣情を掻き立てるように、由貴哉は艶のある声色で誘ってきた。

「玲奈、もっとそばまで来て」

「はい」

　玲奈はほんのりと頬を上気させて、由貴哉の隣にそっと腰を下ろす。

　ただこうして見られているだけで、触れられた時のような甘い感覚が、体の奥から湧き上がるのを感じた。

「ふふっ。こんなに妖艶で色っぽい君を見られるのが、世界で僕一人だけだなんて幸せだよ」

　由貴哉はうっとりと言葉を紡ぎながら、改めて玲奈の姿をじっくり眺めた。

　淫靡な眼差しでじっと見つめられ、玲奈は恥ずかしさから頬を赤く染める。

　すると次の瞬間、由貴哉の理知的な瞳に獰猛な欲望の火が灯る。

「君のその恥じらう表情、すごくたまらない」

　そうつぶやくや否や、由貴哉は早急に玲奈をベッドに押し倒し、身にまとっていたバスローブも脱ぎ捨てた。

「由貴哉さん……」

　玲奈は半ば呆気に取られた状態で彼の名前を呼ぶ。

　こちらを見下ろす表情から、由貴哉がいつになく興奮しているのが窺えた。その証拠に、下肢の中心にある男の象徴はすでに屹立している。

　半勃ちした雄肉から目を離さずにいると、由貴哉は艶のある微笑みを浮かべた。

「セクシーな君に見惚れて、すっかり勃ってしまったんだ」

　憚りのないことをさらりと告げられ、玲奈はますます頬を紅潮させる。

「だけど安心して。ちゃんと玲奈を気持ちよくさせてから挿れるから」

　由貴哉は甘く優しい声音でささやくと、やや厚みのある玲奈の唇にキスを落とす。

「ん……んっ……」

　チュッというリップ音と共に、甘い吐息が唇の隙間から漏れる。

　啄むような優しい口づけを繰り返しながら、由貴哉は下着の上からそっと胸の膨らみに触れた。

「ん……あっ……」

　触れられた瞬間、玲奈の口からあえかな嬌声が漏れ、体もピクンと跳ね上がる。

　玲奈が早くも反応を示してくれたのが、よほど嬉しかったらしい。由貴哉は乳房を揉みしだく傍ら、彼女の鎖骨や胸元に次々と口づけの痕を刻みつけていく。

「あっ、あぁ……」

　柔肌に唇が触れるたびに、玲奈は甘い声音で啼いて身悶えた。

「ふふっ、すごくかわいい」

　耳元でそっとささやかれ、体が歓喜に震え上がる。同時に胸の高鳴りも増して、下腹部の奥がますます熱く疼く。

「玲奈の美しく淫らな姿、もっと僕の脳裏に焼き付けておきたいんだ」

　由貴哉は陶然とした笑みを浮かべると、二つの膨らみを大きく捏ね回していった。

「あ……あぁああっ……」

　ブラジャーの上から乳輪もなぞられ、玲奈は悩ましげな嬌声を上げて身を捩らせた。

　触れられた乳頭はたちまち尖り始め、胸の先端から下腹部にかけて甘い痺れが駆け抜ける。

「乳首がもう硬くなってる。布で擦れて気持ちいいの？」

　由貴哉は愉しげに笑いながら、乳首を指先で転がしていく。

「あ、は……あぁ……」

　蕾のような乳頭をクリクリと擦られ、玲奈の口から絶え間なく嬌声が上がる。

　由貴哉の言う通り、布越しに触れられているせいか、いつもより感じやすくなっている気がする。ブラジャーの切れ込み部分から、勃ち上がった乳首が顔を覗かせているのがその証拠だろう。

　優しくも淫靡な愛撫に翻弄される一方で、込み上げてくる官能の悦楽に身も心も溺れつつあった。

「どうしてだろう？　いつも以上に色っぽい君を見ているだけで、もっと乱したくなってしまうよ」

　由貴哉は淫靡な熱のこもった瞳で見下ろしながら、上擦った声音でつぶやいて軽く舌なめずりした。

　その仕草が妙に艶気を帯びており、玲奈は思わず見惚れてしまう。

　すると唐突に、由貴哉は意味ありげにスッと目を細める。

「そうやってじっと見つめるということは、もっと僕に乱されたくてたまらないのかな？　君のかわいい乳首も、触ってほしそうに顔を出しているもんね」

「え？　いえ、その──」

　玲奈が言い訳する暇もなく、由貴哉は露出した乳首を口に含んでそのまま歯を立てた。

「ンあぁ……ッ……！」

　普段よりも強く噛まれたことで、玲奈はたまらず悲鳴を上げて体を仰け反らせる。

「ごめん、ちょっと強く噛んでしまったね」

　由貴哉は慰めるように玲奈の髪を撫でながら、乳輪全体にそっと舌を這わせていく。

「あ、あぁ……ん……」

　痛みを打ち消すような優しい愛撫に、体の芯がゾクゾクと震えて口から自然と甘い喘ぎが漏れる。

　その後も由貴哉はしばらくの間、薄紅色の蕾を丹念に舐り続けていた。

「あぁ……あ……」

　胸の頂を撫でる舌の動きが気持ちよくて、玲奈は頬を上気させて感嘆のため息をつく。

　甘く優しい舌遣いに陶酔していると、もう片方の乳房を再び揉みしだかれた。

「ひゃ……あぁぁあっ……！」

　更に指先で乳首も捏ね回され、淫靡な快感が瞬く間に全身に広がっていく。

　あまりの気持ちよさに、玲奈は甲高い嬌声を上げて幾度となく身悶える。

「玲奈の感じる姿は、本当にかわいくてそそられる」

　由貴哉は満足げに微笑むと、口に含んだ乳首をやんわりと吸い立てる。

「あぁぁぁっ！」

　玲奈は恍惚の面持ちで喘いでは、全身をビクビクと戦慄かせた。

　彼女の悦楽に溺れる姿に、一段と欲情を掻き立てられた由貴哉は、舌と指で二つの蕾をじっくり愛でていく。

「あ……ンンッ……」

　熱く火照った体にますます快感が広がり、淫靡な疼きも大きくなる。

　下肢の中心はすでに潤っており、少しでも足を開けば蜜が溢れてきそうである。

（こんなに感じてしまうなんて……）

　これもきっと、このセクシーな下着の影響であるに違いない。

　恥ずかしいと思う一方で、もっと気持ちよくなりたいという願望も込み上げてきて、玲奈の中の劣情はより一層膨れ上がる。

　だが、自身の気持ちを言葉にするのはためらわれ、玲奈は両腿をもじもじと擦り合わせるばかりだった。

（それに、もし足を開いたら見えてしまう……）

　それに目ざとく気付いた由貴哉は、おもむろに顔を上げて微笑みかけてくる。

　穏やかな微笑とは裏腹に、その瞳は獲物を狙う獣のようにぎらついていた。

　獰猛な眼差しをじっと向けられ、玲奈は身動き一つできなくなる。

「その物欲しげな眼差し、僕に何かしてほしいようだけど、どうされたいの？」

「それは──」

　由貴哉の問いかけに玲奈は言葉を濁す。

　酔っている時であれば、恥じらうことなくおねだりしているところだ。しかし、素面だとどうしても口にするのを憚れてしまう。他にもこの下着のせいで、言えば余計に淫らな女であるという印象を、由貴哉に植え付けてしまう気がした。

「もしかして、下もかわいがってほしい？」

　由貴哉は乳首から手を離し、焦らすように体のラインをなぞっていく。

「ん……あぁ……」

　淫靡な手つきに反応して、体の芯がたちまち熱くなり、肌もふつふつと粟立つ。

　やがて由貴哉の手が陰部に到達するが、玲奈はそれを拒むように両足をきつく閉じた。

「どうして今夜に限って嫌がるの？」

　由貴哉は優しい声音で声をかけながら、閉ざされた秘花に手を割り込ませる。

「や……」

　玲奈はすぐさま閉じようとするが遅かった。由貴哉の視線はしっかりと、開かれた秘部に注がれている。

　ここで彼もようやく、玲奈がいつになく恥ずかしがる理由がわかったようで、「なるほどねぇ」と愉しげにつぶやいた。

「こんな風に、いやらしい作りになっているとは思わなかったよ」

　劣情に満ちた眼差しを向けたまま、由貴哉は指先で割れ目を押し開く。

「あぁ……っ……」

　玲奈の口から甘い嬌声が漏れると同時に、秘花がヒクヒクと震えて蜜が溢れ出す。

「こんなに濡らすほど感じてくれて嬉しいよ」

　由貴哉は嬉々とした様子で、膨らみ始めた突起も指の腹で転がしていく。

「あぁぁあん！」

　敏感な花芽はわずかな愛撫だけで、ヒクヒクと小刻みに脈打っていた。

　淫芽をクリクリと弄られ、蜜口を長い指で掻き乱される。体の内側から苛烈な快楽が膨れ上がる感覚に、玲奈は恍惚の笑みを浮かべて淫らに喘ぐ。

　指の腹で転がされている花芽は、すっかり充血して赤く膨らんでいた。花唇からも淫蜜が止め処なく溢れ、由貴哉の手やベッドシーツをしとどに濡らす。

　下肢の疼きも徐々に強まり、背筋に甘美な痺れが駆け抜けていく。玲奈は歓喜の涙を流しながら、全身を何度も大きく戦慄かせた。

　由貴哉は愛撫を続けながら、ふと愛蜜にまみれた秘処に目を向けた。

　彼の熱い視線を受けただけで、全身の疼きが増して花唇全体も淫らにヒクつく。

「玲奈の蜜、とっても美味しそうだよね。せっかくだから、味わってみようかな」

　由貴哉は軽く舌なめずりすると、玲奈の秘花に顔を近づけて舐り始めた。

「ああぁぁぁっ！」

　濡れた舌が這わされた瞬間、背筋がゾクゾクと震え上がるほどの快感が駆け抜け、玲奈は一段と甲高い声で啼いて仰け反る。

「ん……甘い……」

　由貴哉は陶然とつぶやくと、夢中になって官能の滴りを味わい続ける。

「ンンッ、あぁぁぁあっ！」

　自身の秘部を舐められるのはもちろん、淫蜜を美味しそうに啜られるのも恥ずかしい。

　玲奈は淫靡な舌戯から逃れようと身を捩るが、この狭いベッドの上では逃げ場なんてどこにもない。

　すると逃げようとした仕置きという風に、由貴哉は淫芽に唇を寄せてそっと吸いつく。

「やっ、あぁぁぁぁあ──ッ！」

　強い刺激が全身に襲いかかり、玲奈は歓喜の悲鳴を上げて戦慄いた。

　一度達しても尚、由貴哉は愛撫をやめようとせず、鋭敏な突起を執拗になぶり続ける。

「あっ、あっ、あぁぁぁあっ！」

　玲奈は狂ったように甲高い絶叫を繰り返し、淫靡に疼く体を幾度となく震わせた。

　苛烈な快感が絶え間なく押し寄せ、全身の熱がますます上昇していく。

　巧妙な舌戯によってすぐさま絶頂が訪れるが、一回や二回では終わらず徹底的に過敏な部分を攻められる。

「由貴哉さん……。もう……駄目……ッ……ンンあぁッ！」

　あまりの刺激の強さに、玲奈はすかさず限界を訴えた。

　しかし、由貴哉はこちらの声など聞こえていないかのように、淫芽を重点的に舐っていく。

　充血して膨大した花芽は、唾液と蜜にまみれて艶めいた輝きを放っていた。花唇も嬉しそうにヒクヒクと戦慄き、留まることを知らないように雫を滴らせている。

「玲奈の花びら、いつになくピンク色に染まっていて、とても綺麗だよ」

　由貴哉はうっとりと賛美の言葉を告げて、玲奈の両足を更に大きく開かせた。

　いやらしく濡れた様をじっくりと眺められ、羞恥心と共に快楽に似た感情が込み上げてくる。その影響か、体の芯が急激に熱くなって、疼きも一段と増していった。

　それから由貴哉は淫蜜ごとすするように、一際強く雌核に吸いついた。

「あぁぁぁああっ！」

　体の内側で快感が炸裂した瞬間、玲奈は絶頂を迎えて激しく身悶える。

　彼女が達した様を満足げに見やると、由貴哉は淫芽からそっと舌を離した。

「玲奈の蜜、とても甘かったよ」

　優しくささやいてキスした後、彼は自身の猛ったものに避妊具を装着する。

　濡れそぼった秘裂に切っ先を押し当てて、気遣うようにゆっくりと押し進めていく。

　もう何度も交わっているのに、由貴哉は必ず優しく挿入してくれる。それだけで、彼が本当に自分を大切にしてくれていると実感し、玲奈は自然と胸が高鳴っていった。

　最奥まで入ったところで、由貴哉は艶めいた眼差しでこちらを見下ろしてくる。

「由貴哉さん？」

　彼の視線にドキドキしつつ、玲奈はおずおずと声をかけた。

「下着をつけたまま体をつなげるのって、何だかとてもいけないことをしている気分になるよね」

　由貴哉の言葉を聞いた途端、恥ずかしさがどっと押し寄せてきて、玲奈は瞬く間に頬を紅潮させる。

　それが引鉄となったのか、彼の双眸に欲望の光が灯る。

「セクシーな格好をしておきながら、そうやって恥ずかしがるところが本当にたまらない」

　そうして艶然と微笑むと、由貴哉は腰を動かして抽送を開始した。

「あ、あぁぁあん」

　指と舌でたっぷりなぶられたせいか、あるいは玲奈自身が待ち望んでいたのか、少し動かされただけで蜜壷は歓喜に震えるようにうねる。

「はぁ……」

　由貴哉は感極まったようにため息をついて、熱い屹立を淫襞全体に擦り付けていく。

「あぁ、はぁぁぁ……」

　膣内で蠢く男根の感触が気持ちよく、玲奈は恍惚の笑みを湛えて背中を仰け反らせた。

　鋭敏な部分を擦られるたびに、全身がふつふつと粟立って下肢の疼きも増す。それに伴って、剛直もより熱く脈動して硬く隆起した。

「あぁ、玲奈。君の何もかもに、そそられてしまうよ……」

　由貴哉は陶然とつぶやきながら、雄肉を更に奥深くへと突き進めていく。

「あぁん！　あ、あ、あぁぁあっ！」

　子宮口に硬い先端をグリグリと押し付けられ、全身を突き抜けるような苛烈な快感が走る。玲奈は艶めいた嬌声で啼いては、下肢全体を引き攣らせた。

　由貴哉もますます劣情を掻き立てられたようで、熱い吐息を繰り返しながら穿つような律動で攻めてくる。

「ん……ああぁ……」

　剛直で掻き乱される悦びに、花唇全体が大きく戦慄いて、玲奈の全身を更に疼かせた。理性もすっかり蕩けており、淫らな欲望を抑えられなくなる。

「あ……あぁ……。由貴哉さん、もっと……」

　玲奈は甘えるような声で呼びかけて、長い脚を由貴哉の腰に絡ませた。

　その刹那、彼はわずかに息を呑んで、己の剛直を更に滾らせる。

「君が望むなら、もっとイカせてあげる」

　低く官能的な声でささやくと、由貴哉は抽送の速度を上げていった。

「あっ、あっ、あっ、あぁぁああ──ッ！」

　激しい律動に下肢だけでなく、全身がたまらなく疼く。獰猛に突き上げられるたびに、花唇全体は歓喜に震えて何度も収縮する。

「ん……」

　雄茎を締め付けられ、由貴哉は腰を引き攣らせて小さく喘ぐ。

　不意に、彼は口の端をわずかに吊り上げて、熱くうねる淫襞をグチュグチュと掻き乱した。

「あぁぁぁあん！」

　玲奈は甲高い嬌声を上げながら、歓喜の涙を流して激しく身悶えた。

　快楽の波が止め処なく押し寄せて、身も心も官能一色に染め上げられていく。

　由貴哉の熱に支配される悦びに、玲奈の胸は一段と高鳴りを増して、甘美な陶酔のうねりが体中を駆け抜ける。

　由貴哉も余裕をなくした様子で荒い息を繰り返し、激しい律動で中を撹拌し続けていく。

　そんな彼の劣情を具現化したように、剛直は一段と熱く漲っていた。

「玲奈、一緒にイこう」

　苛烈な抽送とは裏腹に、由貴哉は優しい声音でささやきかけてくる。

　彼のその声がいつになく心地良く響き、玲奈は頬を上気させて聞き入ってしまう。

「はい、由貴哉さん……っ」

　心身共にすっかり蕩けきっていた玲奈は、魅了するような笑みを浮かべて同意の返事をする。

　それを聞いた由貴哉は一旦腰を引くと、穿たんばかりの勢いで最奥を突いていった。

「あぁぁあ！　あっ、あっ、あっ、あぁあぁああ──ッ！」

　熱い切っ先を何度も押し当てられ、花唇全体がビクビクと激しく収縮する。

　体の内側で快感が再び炸裂し、玲奈は全身を大きく仰け反らせて絶頂に達した。

「く……っ……！」

　続いて剛直も大きく脈動して、薄膜の中に熱い白濁を吐き出した。

　絶頂の波が過ぎ去った後も、二人は快感の余韻に浸るように、体を重ねたままベッドに横たわっていた。

　しんと静まり返った寝室に、互いの呼吸音だけが響き渡る。

　最初に沈黙を破ったのは由貴哉の方だった。

「お互い、すっかり汗だくだね」

「そうですね……」

　これは寝る前にもう一度、シャワーを浴び直した方がよさそうだ。

　すると由貴哉は含み笑いを見せて、悪戯っぽくささやきかけてくる。

「もう一度、お風呂に入ろうか。今度は一緒にね」

　それはつまり、浴室でも淫らに愛し合うという意味以外に他ならない。

　淫靡な光景を頭に思い浮かべ、瞬く間に赤面していく玲奈を、由貴哉は可笑しそうに見つめていた。

　

　

　背後から由貴哉の視線を感じながら、玲奈は羞恥心に耐えてシャワーを浴びていた。

　住んでいるマンションの浴室と比べると広いものの、それでも大人二人で入ると窮屈になってしまう。

（これじゃあ、落ち着いて入れない……）

　一人で入らせてくれないかと、駄目元で頼んでみたものの、あっさり却下されてしまった。

　由貴哉もなかなか強情なところがあるので、これはもう諦めるしかないと一緒に入ることになった。

　シャワーを止めたところで、彼が待ち構えていたように声をかけてくる。

「玲奈は僕の上に座って」

　振り返ると由貴哉は椅子に座っており、手には体を洗うためのスポンジが二個握られている。

　玲奈は妙な予感を抱きつつも、言われた通り彼の太腿の上に腰を下ろす。

　それを確認した由貴哉は、にっこり笑って「はい、これ」とスポンジを手渡してきた。

「これで僕の体を洗ってくれる？　僕も玲奈の体を洗ってあげるから」

　優しい声音とは裏腹に、その口調には有無を言わせない響きが含まれていた。

（由貴哉さん、最初からこれが目的だったのね……）

　玲奈は羞恥心を抱きつつも、おずおずと手を伸ばして広い胸板を洗い始める。

　続いて由貴哉も、自身の持つスポンジで豊満な乳房を洗っていく。

「あぁぁん」

　その手つきが妙にいやらしくて、玲奈はたまらず体を震わせて嬌声を上げた。

「そんなかわいい声を上げてどうしたの？　もしかして、今ので感じちゃった？」

　いかにもわざとらしい問いかけだ。その顔はものすごく愉しげに笑っている。

「ゆ、由貴哉さんが……いやらしく……触ってくるから……」

「そんなことないよ。僕は普通に、君の体を洗ってあげているだけだけど」

　そう言いつつも由貴哉は、乳房全体を揉みしだくように、スポンジで丹念に擦っていく。

「ん……あぁ……」

　敏感な体はたちまち反応し、体の奥から官能の熱が再び込み上げてくる。

「ほら、玲奈。手が止まっているよ」

「は、はい……」

　由貴哉に促されて、玲奈はすぐさま手を動かしていく。

　触れられるのはもちろんのこと、こうして彼の体に触れているだけで、気分が高揚して自然と胸が高鳴る。同時に下腹部の奥もジンと熱くなり、淫靡な疼きが再び生じるのを感じていた。

　胸板を洗い終わり、程よく筋肉のついた腹部に手を伸ばしたところで、由貴哉から再び声をかけられた。

「下もお願いね」

　由貴哉が視線で指し示したのは、下肢の中心にある男の象徴。今は勃起していないものの、それでもなかなかの大きさである。

　玲奈が赤面してためらっていると、彼は艶っぽい笑みを向けて懇願してくる。

「お願い、玲奈」

　そんな風に甘い声でささやかれては、こちらも嫌とは言えなくなってしまう。

「そうやって誘惑するの、ずるいですよ……」

　手玉に取られて悔しいので、玲奈はそう一言文句をぶつけた。

　だが、由貴哉は少しも悪びれる様子もなく、ただ愉しそうに笑っているだけ。

　玲奈は小さくため息をつくと、要望通り男根にも手を伸ばして洗っていった。

（由貴哉さんの言う通り、これはただ洗っているだけよ）

　心の中でそう言い聞かせるが、男性器に触れていることに変わりはないため、羞恥心は増すばかりである。

「ん……あぁ……」

　玲奈に洗ってもらえて気持ちいいのか、由貴哉は熱っぽい息を吐いてうっとりと微笑んでいる。

　亀頭に軽く触れた瞬間、雄茎がビクンと半勃ちになった。

「ああっ、いやんっ……！」

　玲奈は驚いて悲鳴を上げ、思わず手を離してしまう。

　──突然のことに驚いてしまったとはいえ、今の反応は少しまずかったかもしれない。

　玲奈は恐る恐る反応を窺うが、由貴哉は意外にも満面の笑みを浮かべていた。

「ふふっ、今の声すごくかわいかったよ。このままもっと触れてみて」

　そう言うと由貴哉は、玲奈の秘花に手を伸ばして直に触れてくる。

「あぁぁあっ！」

　指先でクリクリと淫芽を弄られて、玲奈は下肢を引き攣らせて喘ぐ。

「触れてくれないなら、僕の方からどんどん触っちゃおうかな」

「ンン……ああぁ……ッ……！」

　追い打ちをかけるように転がされ、下肢の震えが止まらなくなる。

　さっきまで互いの体を洗っていたが、今はもう完全に目的が変わってしまっている。尿意に似た疼きが込み上げる中、玲奈は再び雄肉に手を伸ばして撫でさすっていった。

　やんわりと手を這わせていくと、男根は少しずつ隆起して先端から透明な先走りを滴らせた。

　淫猥な光景に欲情を掻き立てられたせいか、あるいは敏感な突起を愛撫されているせいか、蜜口から官能の雫がトロリと溢れてくる。

　当然ながら由貴哉がそれを見逃す筈もなく、指先に蜜を塗りつけるように撹拌した。

「ンッ……あぁッ……！」

　玲奈が甘切なく喘ぐと、由貴哉はからかいめいた笑みを見せる。

「僕に体を洗われて、そんなに気持ち良かった？　それとも、僕のものに触れて感じた？」

　彼は意地悪く問いかけながら、小刻みに脈打つ花芽をじっくりとなぶる。

「あぁぁぁぁあ……」

　甘い痺れを伴った快感が、瞬く間に全身を駆け抜けていく。感極まった玲奈は、喜悦の悲鳴を上げて何度も身悶えた。

　熱気のこもった浴室に、クチュクチュという淫靡な水音と興奮した息遣い、そして艶めいた嬌声が響き渡る。

　二人は夢中になって、互いの性器を愛撫し続けた。

　指の腹で擦られている雌核は、充血して膨らみを増していった。花唇はいやらしく収縮を繰り返し、淫蜜を止め処なく溢れさせている。

　玲奈に扱かれている剛直も、彼女の手の中で一段と硬さを増し、大きく怒張していた。

　やがて由貴哉の長い指が、玲奈の最も鋭敏な部分を探り当てる。

　Ｇスポットを擦られた刹那、快楽が大きく弾けて下肢全体に熱い奔流が走る。

「あぁぁぁぁあ──ッ！」

　玲奈が全身を戦慄かせて絶頂に達すると同時に、由貴哉の猛りも脈動を開始して雄の精を勢いよく放出した。

　玲奈はすっかり魅入られたように、射精する様をじっと眺めていた。

　熱い飛沫を全て吐き出したところで、由貴哉はおもむろに彼女の方を向いて微笑みかける。

「玲奈の愛撫、とても気持ちよかったよ。自分で慰めている時よりも、たくさん出たかも」

「もう、いやらしいこと言わないで下さい……」

　玲奈は瞬く間に赤面して視線を逸らす。

　すると由貴哉は玲奈を抱き寄せて、誘惑するように甘くささやきかけてくる。

「お互いの体を洗うの、とても楽しかったね。もう一回しようか」

　こうして由貴哉に言われるまま、淫らなバスタイムは続いた。

　

　

「んっ……んん……」

　風呂から上がった後も、二人はベッドの中で抱擁し濃厚な口づけを交わしていた。

　日付が変わる時間帯になっても、この熱愛が覚める気配はない。むしろ増していくのを感じる。

「ン……ぁ……ん……」

　玲奈の唇から熱い吐息と共に、艶めいた嬌声が微かに漏れる。彼女の甘い声音を聞いただけで、由貴哉の胸は高鳴り欲情を抑えられなくなる。

　今夜の自分が、こんなにも身も心も昂っているのは、間違いなくあのセクシーな下着のせい。色はもちろん作りもこの上なく淫靡で、魅惑的な玲奈が身に着けると何とも様になっていた。

　先程の彼女の艶姿を思い出した途端、由貴哉の中の劣情が一段と掻き立てられ、つい貪るような口づけをしてしまう。

「ん……ンンッ……！」

　だが、玲奈は決して拒絶することなく、口づけを受け入れるように舌を絡めてくれた。

　蕩けるような口づけを終えた後、由貴哉は腕枕をして玲奈の髪を愛しげに撫でる。

　由貴哉に愛撫されている時の彼女は、ほんのりと頬を上気させて微笑んでいた。その表情がとても美しくて、手を動かしながら見惚れてしまう。

「由貴哉さん、私……今、とっても幸せです……」

　言葉通り、玲奈が幸福を抱いているのが声と表情、そして心音から伝わってくる。

「僕も、こうして玲奈と一緒にいられて、とても幸せだよ」

　そう言葉を返すと、再び優しい口づけを落とす。

　するとまた、玲奈は嬉しそうに満面の笑みを浮かべた。

「由貴哉さん、指を絡めてもいいですか？」

「もちろん」

　空いている手をそっと伸ばし、互いの指を絡ませ合った。

　それだけで心も温かくなり、由貴哉の表情は自然と綻ぶ。

「あぁ、何だか……由貴哉さんのぬくもりが心地良いからか、眠くなってきました……」

　玲奈はふんわりと微笑みながら、眠たそうに目を蕩けさせていた。

　由貴哉は今にも寝てしまいそうな彼女を抱き寄せ、その体を優しく愛撫していく。

　そうやって愛でてもらえるのが嬉しいようで、玲奈は甘えるように由貴哉の胸板に顔を埋める。

「ふふっ、今夜も良い夢が見られそうな気がします。お休みなさい、由貴哉さん」

「うん。お休み、玲奈」

　由貴哉は耳元でささやきかけて、額にやんわりと口づけを落とす。

　それから程なくして、玲奈は彼の腕の中でこっくりと微睡み始める。

（僕達の甘く幸せな時間が、いつまでも続きますように……）

　心の中でそっと祈りを捧げると、由貴哉も玲奈を抱きしめたまま静かに目を閉じた。







第三章　〜若社長の独占欲〜








　今年も残すところ、あと一ヶ月となった。

　年末ということで、どの部署からも忙しない雰囲気が漂っており、多くの社員が仕事に追われていた。

　由貴哉も例に漏れず、毎日のように遅くまで残業している。

　社長という立場にいるので、他の社員に比べると忙しいのは当然のこと。特に今年は、玲奈とクリスマスを過ごすという目標があるので、いつにも増して頑張って業務をこなしている。

（あまり気張り過ぎて、体を壊さないでほしいけど……）

　体調を崩しては元も子もないので、できれば無理をしてほしくない。

　だが、その気持ちを正直に伝えても、由貴哉はきっと「僕なら大丈夫」と気丈に笑って返すに違いない。

「ああっ、くそ……！」

　不意に、由貴哉の苛立った声が耳に入り、玲奈の思考は現実に引き戻される。

　今日の由貴哉は、どういうわけか朝から機嫌が悪い。だからといって、秘書である自分や他の社員に当たり散らすようなことはしないが。

　昼前、取引先の会社から電話がかかってきたのだが、その時も様子がおかしかった。明らかに怒気を孕ませた口調で、「口先だけの謝罪など結構です」と告げて早々に電話を切ったのだ。

（先日の会食で、何かあったのかな？）

　自分に何かできるわけではないのはわかっている。それでも心配になった玲奈は、昼休憩の際に尋ねてみることにした。

　こちらの問いに由貴哉は、「ちょっと先方とそりが合わなくなって、取引が決裂しただけだから。玲奈は何も心配しなくて大丈夫だよ」と、いつもと変わらない優しい笑顔で返答しただけ。

　口調と表情は穏やかだったものの、雰囲気からあまり話したくない内容なのだと伝わってきた。だから玲奈は、それ以上のことは何も訊かないでおいた。

　だが、残業続きで疲れがたまっている由貴哉を、このまま放っておくことはできない。

　仕事中に話しかけて迷惑かと思いつつも、玲奈は思い切って声をかけることにした。

「あの、由貴哉さん」

　付き合っているとはいえ、自分達の立場はあくまで社長と秘書。本来なら公私をわきまえて役職で呼ぶべきだが、二人きりの時はもうすっかり名前で呼ぶ習慣がついてしまっている。

「働き詰めで疲れてませんか？　良かったら、下のコンビニで何か買ってきますよ」

「ありがとう、玲奈。それじゃあ、サンドイッチとスイーツを頼むよ。君も好きなものを買っていいから」

「わかりました。それじゃあ、行ってきます」

　玲奈は社長室を出ると、エレベーターに乗って一階まで降りていく。

　このビルの一階部分にコンビニが入っている。そこを利用する社員は多く、玲奈も朝や会社帰りなどに頻繁に足を運んでいる。

　時間帯のせいか、棚に並んでいる商品の数は多くない。それでも、玲奈が食べたいと思っていたものは、運よくまだ残っていた。

　サンドイッチと人気商品のプリンを買うと、店を出て再びエレベーターに乗りオフィスへ戻る。

（温かい紅茶を飲みながら、由貴哉さんと一息つきたいな）

　表情を綻ばせながら廊下を歩いていると、栗林が目の前に立ちはだかるように現れた。

「よう、三上」

　栗林は軽く手を上げて笑顔を浮かべる。

　大人しくあまり口数の多い方ではないが、親しくなってからは明るく振る舞うようになった。

　ところがここ最近、その明るさは鳴りを潜めていた。今こちらに向けている笑顔も、無理矢理作られたものだと一目瞭然である。目も虚ろで心ここにあらずといった感じだ。

「栗林君、どうしたの？　具合が悪いなら、無理しないでもう帰ったら？」

「別に、どこも悪くなんてないよ」

　そう話す栗林の声に抑揚がなく、不気味とさえ感じるほどである。

「それより三上、話があるんだ」

　栗林は一方的にそう告げると、空いている小会議室に招き入れた。

　玲奈は不快感を隠そうともせず、盛大にため息をついて中へ入る。

「話って何？　社長のために軽食を買いに行っていたから、あまり待たせたくないの。だから手短に済ませてくれる？」

　玲奈の言葉を聞くなり、栗林はわずかに瞠目して重々しく口を開く。

「やっぱり三上、お前は社長と付き合っているのか？」

「え？」

　今度は玲奈が面食らう番だった。

　確かに由貴哉と付き合っているのは事実である。しかし、そのことを知っているのは今のところ、由貴哉の父親である会長と従兄弟の専務だけ。

　それに玲奈は今、由貴哉のために軽食を買いに行っていたと、言っただけである。それなのに、なぜそんな風に話を解釈するのか全く理解できない。

（栗林君って、こんなに短絡的な人だったの？）

　玲奈は首を傾げつつも、なだめるような口調で言葉を返す。

「ちょっと栗林君、話を飛躍し過ぎじゃないの？　どうせ後輩の女の子達が、私と社長が付き合っているって噂していたんでしょう？」

　苦笑交じりにごまかす玲奈に苛立ったのか、栗林は声を荒げて「とぼけるなよ！」と返してくる。

　急に怒鳴られたことにも驚いたが、何よりその表情と声音に迫力があったので、玲奈はたまらず一瞬だけ怯んでしまう。

「三上が俺や他の男に向ける眼差しと、社長に向ける眼差しは明らかに違うんだよ！　それだけじゃない！　あの人と話す時だけは、特に楽しそうな顔をしてるんだよ！　気付かないとでも思ったのか!?」

　栗林の眼差しや口調には、深い嫉妬の念が込められている。

　以前から、栗林に好意を寄せられているのは、薄々気付いていた。しかし、玲奈にとって彼は異性の友人の一人に過ぎず、恋愛対象としては見ていなかった。

　好きな相手が、別の人間と良い雰囲気でいる場面を見て辛いのが、全くわからないわけではない。それでも、ここまで敵意を剥き出しにされる道理など、どこにもない筈である。

（恋人でもない相手から、何でこんな態度を取られないといけないのよ……！）

　感じ悪いことこの上ない。玲奈の中でふつふつと怒りが蓄積されていく。

「楽しそうな顔して話すのが、そんなに悪いことなの？　馬鹿馬鹿しい、もう戻らせてもらうから」

　これ以上、栗林と話をしたくなくて、玲奈は早々に終わらせて立ち去ろうとする。

　だが、彼はどこへも行かせないとばかりに、玲奈の腕を掴んで引き止めてきた。

「嫌ッ！」

　触れられた瞬間、背筋に悪寒が走る。強い力で腕を掴んでくる栗林に恐怖を感じ、玲奈はすかさず悲鳴を上げた。

　だが、栗林は構うことなく心ない言葉を告げる。

「とにかく、社長と付き合うのはもうやめろ。ああいう金持ち連中は、財力をちらつかせれば女にモテると思っているようなもんだ。三上のことだって、遊び相手の一人としか考えていない筈だ」

　いくら嫉妬しているからといって、あまりにもひどすぎる物言いである。

　こんな卑劣な手段で、自分達の仲を引き裂こうとする栗林の性根が腹立たしい。

　しかし今の玲奈には、愛する男を貶められたことへの怒りの方が、遥かに大きかった。

「あの人を……由貴哉さんをそんな風に侮辱しないで！」

　もう自分達の関係を隠そうと思わなかった。玲奈は栗林を睨みつけて強い口調で言い返す。

　次の瞬間、栗林は怒りを滲ませた表情で、玲奈を強引に抱き寄せてきた。

「嫌だっ！　やめて！　離して！」

　──誰でもいいから助けに来てほしい。

　玲奈は必死に抵抗しながら、なりふり構わず悲鳴を上げた。

「何をしている」

　その時、小会議室の扉が勢いよく開き、由貴哉が中へ入ってくる。

　そのことに驚いたのか、栗林は慌てた様子で玲奈のそばを離れた。

「由貴哉さん……！」

　由貴哉の姿を確認するなり、玲奈は名前を呼んですかさず胸に飛び込む。

　栗林がどんな反応をしようが構わない。とにかく今は一刻も早く、愛する男のぬくもりを感じて安心を得たかった。

　それから由貴哉は、玲奈を庇うように前に出ると、厳しい眼差しで栗林を見据えた。

「栗林、一体どういうつもりだ？　彼女、怯えているじゃないか」

　由貴哉は静かな怒りを込めた口調で問い詰める。

「別に。ちょっと三上に話があったから、呼び止めただけですよ」

　栗林はあからさまに、ぞんざいな態度で返答する。

　相手が社長だというのに、あまりにも無礼な言動である。それほどまでに栗林が、由貴哉に敵対心を抱いているのが伝わってくる。

　だが、由貴哉は少しも動じることなく、あくまで冷静な態度で栗林と対峙した。

「僕がこの部屋に入ってきた時は、君が彼女に無理矢理迫っているように見えたが？」

　由貴哉が更に厳しく問い詰めると、栗林は唇を噛んで押し黙ってしまう。

「理由はどうあれ、彼女を怯えさせるような真似は今後一切やめろ。従えないというなら、こっちも法的手段を取らざるを得なくなる」

　由貴哉は強い口調で警告すると、玲奈を連れて小会議室をあとにする。

　部屋を出る際、玲奈は振り返って栗林の様子を窺う。

　彼は拳をギュッと握り締めて、その場に立ち竦んだまま肩を震わせていた。

　俯いているため表情はよく見えなかったが、その顔に悔しさを滲ませているのは容易に想像がつく。

「……天は二物を与えずなんて言葉、嘘じゃないか……！」

　由貴哉に対する当てつけのように、栗林ははっきり聞こえるようにひとりごちた。

　だが、当人は少しも気にする素振りを見せず、「行こう、玲奈」と告げて彼女と共に歩き始めた。

　

　

　社長室へ戻るまでの間、二人は一言も言葉を交わさなかった。

　玲奈はちらりと由貴哉の様子を窺うが、彼は特別怒っている風でもなく平静そのものであった。

　そのことに安堵する一方で、このまま今の関係を続けていいのだろうかと疑問が生じる。

　だが、由貴哉に強く心惹かれている今、とてもじゃないか別れるなんてできそうにない。

　そして社長室へ入り、買ってきたものをひとまずデスクに置くと、玲奈はおずおずと由貴哉に話しかけた。

「あの、さっきはありがとうございました」

　すると由貴哉は返事をする代わりに、玲奈を抱きしめて強引に唇を重ねてくる。

「ンンッ……！　んっ……うぅ……ッ！」

　口内を荒々しく舐られ、玲奈はたまらず顔を背けようとする。

　しかし、由貴哉は逃がさないとばかりに、より強く唇を重ねて深く口づけてきた。

　激情を露わにしたような、獰猛な口づけをされたのは初めてである。

　だが、仕事とプライベートをきちんとわきまえている由貴哉が、こんな風にオフィスで男女の行為に及んだことに驚きを隠せなかった。

「ンッ……ンンッ……！」

　強引に口づけられて苦しいのに、愛する人と交わしているからか胸が高鳴ってしまう。その上、次第に気持ちいいと感じ始めて、玲奈もたどたどしく舌を絡ませていく。

　すると次の瞬間、由貴哉はおもむろにブラウスのボタンに手を伸ばし、慣れた手つきで外しにかかる。

（いくら相手が由貴哉さんだからって、職場でこれ以上のことをしたら駄目よ！）

　玲奈は慌てて我に返り、今度こそ本気で由貴哉から離れて身を翻した。

　だが、すぐに背後から抱き留められてしまい、なす術もなくデスクに突っ伏す姿勢となる。

「玲奈、君を誰にも渡さない」

　そうささやく由貴哉の声音や瞳には、燃え盛るような執着愛が込められていた。

　栗林を始めとする他の男に、玲奈を盗られたくないという強い想いが、彼の中で渦巻いているのに違いない。

「ま、待って下さい。私、由貴哉さん以外の人と付き合う気は──」

　懸命になだめる玲奈だが、由貴哉は一切聞き入れようとしない。

「由貴哉さん！　お願いですから、どうか話を聞いて下さい！」

　玲奈は身を捩りながら訴えかけるが、由貴哉からすぐさま「じっとしてて」と言い返される。

　決して怒鳴られたわけではないが、彼のその声音には迫力があり、素直に従わざるを得なかった。

　そうしてとうとうブラウスを脱がされ、更にはスカートのホックまで強引に下ろされる。

　今の玲奈が身に着けているのは下着のみ。いくら由貴哉の手前とはいえ、職場でこんなふしだらな格好でいるなど、恥ずかしいことこの上ない。

　一方、由貴哉の方は特に気にする様子を見せず、淡々と話を続けていった。

「君が僕以外の奴と付き合う気がなくても、他の男共は虎視眈々と君をモノにしようと考えている筈だよ。さっきの栗林なんかはまさにそうだ」

　由貴哉は嫉妬を剥き出しにしたまま、何の躊躇もなくブラジャーも外していく。

「由貴哉さん、こんなこと……会社でするのは良くないと思います！　もし、誰かに聞かれたりでもしたら──！」

「聞こえたっていい。玲奈が僕のものであることを、他の男共に知らしめてやるんだ」

「ンあぁ……！」

　不意打ちのように耳朶を舐められ、玲奈はくすぐったさから体を戦慄かせた。

　しかし、声だけはどうにかして抑えようと、どうにか理性で最小限に留める。

「聞こえたっていいって言ったのに、どうして我慢するの？　いつものように、もっと啼いてごらんよ」

　由貴哉は弄うように笑いながら、剥き出しになった乳房をゆっくり揉みしだいていく。

「あ……んんッ……！」

　豊満な膨らみを捏ね回す手つきが気持ちよく、玲奈は抑えられずに艶めいた声が漏れてしまう。

　こんな状況であるにも拘らず、淫らに感じてしまう自分が情けない。玲奈は逃げようと再び身を捩るが、背後からしっかり抱きしめられているため意味がなかった。

「気持ちよくしてあげているのに、逃げようとするなんて悪い子だね」

　甘い声音とは裏腹に、由貴哉は仕置きとばかりに乳房を強く捏ね回す。

「あ、あぁ……由貴哉さん、ごめんなさい……」

　玲奈は半ば涙目になりながら、喘ぎ混じりに謝罪の言葉を口にした。

「謝らないで、僕は君に対して全然怒ってないから。だから泣かないで」

　慰めているつもりなのか、由貴哉は何度も耳朶に舌を這わせていく。

「あ……んぁあ……！」

　弱い部分を重点的にくすぐられ、玲奈は小刻みに震えながらあえかな嬌声を上げた。

（こんなことしてるって、他の人に知られたら──！）

　今は特に、栗林に知られるのはマズイ。自分達が付き合っていると勘付いただけで、あれほどまでに嫉妬を剥き出しにしてくるほどだ。この場面を目撃したら、烈火の如く怒り狂うに違いない。

　だが、玲奈の懸念など微塵も気にしていない様子で、由貴哉はたわわな実りを熱心に揉み続けている。

「ん……は……あ……」

　そうやって揉まれているうちに、体の芯が少しずつ熱く火照り、もっと触れられたい衝動に駆られてしまう。

　それでも玲奈は、込み上げてくる淫欲を理性で懸命に抑えていた。

「ほら、玲奈。我慢しないで、素直に感じていいんだよ」

　由貴哉は甘くささやきながら、指の腹で乳輪全体を愛撫する。

「あっ……！　あぁあぁッ！」

　胸の先端から全身にかけて、甘い痺れを伴った快感が駆け抜けていった。

　玲奈はビクビクと体を震わせて、堪え切れずに淫靡な声音で喘ぐ。

　その直後、由貴哉が背後で小さく笑う気配がした。

「ふふっ、やっぱり僕に触れられて嬉しいんだね」

　彼はすっかり悦に入った様子で、乳首をクリクリと捏ね回し始める。

「ンッ……あぁぁ……ッ！」

　触れられた瞬間、乳頭や腰の辺りがジンと疼き、玲奈はたまらず嬌声を上げてしまう。

（駄目だって……わかっているのに、感じるのをやめられない……！）

　背徳感と官能の愉悦の狭間で、玲奈の心が大きく揺れ動く。

　そんな彼女の内心をせせら笑うように、体は従順なまでに反応して淫靡な熱を帯びていった。

　まるで、このまま快楽に身も心も委ねてしまえと、甘く誘惑しているようである。

　玲奈を官能の坩堝へ堕とすように、由貴哉は尖り始めた乳首を擦り上げたり引っ張ったりする。

「あっ……あぁ……ん……」

　指先で乳嘴を弄られるたびに、玲奈は鼻に抜けるような嬌声を上げて、美しい肢体を何度も仰け反らせた。

「ここに鏡を取り付けるのも悪くないな。そうすれば、こうやって後ろから愛撫しても、君の淫らでかわいい姿がばっちり見える」

　由貴哉は愉しげに独り言をつぶやきながら、指の腹で桜色の頂を撫で回してくる。

「ンンンッ……あぁぁッ！」

　すっかり敏感になった乳頭への刺激は強く、玲奈は双眸に涙を浮かべて淫らに喘ぐ。

　淫欲を抑えられず、職場ではしたなく感じてしまう自分が、不甲斐なくてたまらない。それでも今の玲奈には、由貴哉が与えてくれる快感に抗う術はなかった。

「玲奈、こっちを向いて」

　由貴哉から優しい声で呼びかけられ、玲奈は言われるままにゆっくり振り返る。

　するとすぐさま、唇をそっと重ねられて甘い口づけを交わす。

「ん……ふぅ……」

　角度を変えながら、啄むようなキスを繰り返していると、不意に由貴哉の片手が下肢へ伸ばされる。

　そのままスカートの中に手を入れられ、下着越しに秘裂をなぞられていった。

「んっ……ぁあ……」

　淫靡な愛撫に反応するように、下腹部の奥は一段と疼き全身が総毛立つ。

　玲奈は唇の間から喘ぎ声を漏らし、ガクガクと下肢全体を引き攣らせた。

　だが、由貴哉はそれ以上のことはせず、口づけをしながらただ恥裂に触れるだけ。

「ンッ……う……ぅ……」

　その状態がひどくじれったくて、玲奈は泣きそうな声を上げて身を捩らせた。

「どうしたの？　玲奈」

　由貴哉はやんわりと微笑むと、首を傾げてそう尋ねてくる。

　──こんなに焦らしておきながら、気付かないふりをするなんて本当にずるい人だ。

　だが、意地悪な面を見せてくる由貴哉にも、玲奈はどうしようもなく惹かれてしまう。

「何かしてほしいのなら、ちゃんと口に出して言ってごらん」

　本当はわかっている筈なのに、由貴哉はこの場でも玲奈に言わせようとしている。

　これだけ気持ちよくなっていても、職場で情交に耽ることへの抵抗はまだ残っていた。

　しかし、身も心もすっかり蕩けていた玲奈は、込み上げてくる淫欲に抗えずついに望みを口にしてしまう。

「下も……もっと、気持ちよくしてほしいです……」

　玲奈は羞恥心から頬を赤らめて、上擦った声で由貴哉に懇願した。

　それが効果てきめんだったようで、由貴哉はすぐさま満面の笑みを見せる。

「今のおねだり、色気に満ちていて最高だったよ」

　彼はご褒美という風に口づけを落とすと、ストッキングごとショーツを下ろす。

　二人きりとはいえ、社内で一糸まとわぬ姿になったことで、玲奈の羞恥心はより一層掻き立てられた。その一方で、由貴哉に裸を見られて快感を覚え、劣情が増していったのも事実である。

「さあ、たっぷり気持ちよく感じて、僕に甘い声を聴かせて」

　由貴哉はうっとりとささやいた後、蜜口に指を挿入して優しく動かしていった。

「あ……あぁぁ……」

　すでに濡れそぼっていた恥裂は、軽く愛撫されただけでいやらしくヒクつく。同時に背筋が震えるほどの快感が生じて、玲奈は感極まって甘い嬌声を上げてしまう。

　長い指がクチュクチュといやらしい音を立てて、熟れた淫襞を抽送するたびに全身が妖しくざわつき、腰が砕けてしまいそうなほどの悦楽を覚える。

　それでもまだ羞恥心は完全に捨て切れなくて、玲奈は感じながらも懸命に声を抑えようとしていた。

「まだ恥ずかしい？」

　由貴哉は蜜腔を撹拌しながら問いかけてくる。

「少しだけ……」

　玲奈は頬を上気させたまま、今にも消え入りそうな声で正直に答えた。

「だったら、羞恥心なんて忘れるぐらい、気持ちよくイカせてあげる」

　優しくささやきかけた直後、由貴哉は蜜口に挿入した指を深い場所へ押し進める。

「ンッ……ああぁっ！」

　奥深くの鋭敏な部分を一撫でされ、玲奈は喜悦の悲鳴を上げて激しく身悶えた。

　そこへ追い打ちをかけるように、由貴哉は可憐な尖りにも愛撫を開始する。

「あぁぁあぁん！」

　玲奈は下肢を痙攣させて悦楽の嬌声を上げた。

　何十回と由貴哉の指先で転がされた淫芽は、すぐさま膨らみ始めてヒクヒクと蠢く。

「やっぱり、ここが一番気持ちいいんだね」

　由貴哉は陶然とつぶやきながら、巧妙なバイブレーションで花芽をなぶっていった。

「ンンッ……は、ぁぁああっ……！」

　玲奈は何度も背中を反らせては、下肢の中心から込み上げてくる快感にむせび泣く。

　あまりの気持ち良さに、早くも達してしまいそうになる。息が自然と荒くなり、立っているのも辛い状態であった。

　その後も由貴哉は、抽送に似た動きで蜜腔を掻き乱し、指の腹で淫芽を擦り上げていく。

「ああぁッ！　あっ、あぁぁあン！」

　巧みな指戯によって絶え間なく快感を与えられ、玲奈は何度も体を戦慄かせながら甲高い嬌声で啼いた。

　花唇はヒクヒクと震えて蜜を滴らせ、内腿だけでなく由貴哉の手も濡らす。重点的に擦られている秘芽も、赤く充血して膨らみを増し小刻みに脈打っている。

「あ、はぁああ……っ……！」

　感じる部分を攻め立てるようになぶられ、全身が一段と熱く火照ってたまらなく疼く。残っていた理性もあっという間に蕩けていき、快楽以外の何も感じられなくなりつつある。

　由貴哉は懇ろに花芯全体をなぶりながら、空いている手で再び乳房を揉みしだいてきた。

「あぁぁん！　あっ、あぁぁあ……っ！」

　玲奈は艶めいた声音で啼きながら、歓喜に震えるように何度も全身を仰け反らせた。

「あぁ、玲奈……」

　由貴哉は陶然とため息をつくと、玲奈の耳朶やうなじに次々と口づけを落とす。

「んああぁ……」

　柔らかい唇が肌に触れる感覚も心地良く、背筋に甘い快感が駆け抜けて肌が粟立つ。玲奈は恍惚の笑みを浮かべて、感極まった様子で何度も喘いだ。

　由貴哉もまた、優しいキスを繰り返しながら、夢中になって愛撫を続けていく。

　苛烈な快感がせり上がってくる感覚に、玲奈は自身がもうすぐイキそうなのだと直感する。

　早く絶頂に達したい想いと、もっと淫らな愛撫が欲しいという想いが、一緒になって押し寄せてくる。どちらの願望も同じぐらい強くて、玲奈は余計にもどかしく感じられた。

「はぁ……はぁ……、由貴哉……さん……」

　玲奈は振り返りながら、甘えるような声で呼びかける。

　縋るような視線だけで、彼女の要求がわかったらしい。由貴哉はわずかにほくそ笑むと、「そろそろイキたい？」と訊き返してきた。

　どんな時でも、こちらの望みを叶えてくれる由貴哉のことだ。素直にうなずけばイカせてくれる筈である。

　だが、もっと触れてほしいという想いもあり、玲奈はどうすればいいか迷ってしまう。

「玲奈、言葉にして伝えてくれないとわからないよ。ほら、遠慮しないで言ってごらん」

　由貴哉に優しく促され、玲奈はためらいながらも口を開く。

「早くイキたいですけど、でも……もっと愛撫されたい気持ちも……あります……」

　今ので貪欲な女だと思われたかもしれない。

（やっぱり、素直に言わない方が良かったかな？）

　玲奈が不安になりかけたところで、由貴哉は柔和な笑みを見せてくれる。

「そこまで僕の愛撫を求めてくれて嬉しいよ。そんな君が心の底から愛しくてたまらない」

　由貴哉は満足げな面持ちで、乳首や花芯全体を重点的に攻め立てていく。

「あぁぁぁあん！」

　玲奈は一際甲高い嬌声を上げながら、全身の仰け反りを強めて戦慄いた。

　一度達しても、由貴哉の愛撫は止まらず、勢いが衰えることもなかった。敏感な部分を執拗になぶっては、玲奈の身も心も官能の深みへ堕としてくる。

「はぁ……あっ、あっ、あぁぁあっ……！」

　玲奈はうっとりとした面持ちで、声を上擦らせて歓喜の悲鳴を上げる。

　絶え間なく訪れる快感に、花唇だけでなく体中が熱く疼く。理性もすっかり官能一色に染まっていき、いつになく淫欲を掻き立てられてしまう。

　──彼の全てが欲しくてたまらない。

　体だけでなく心までもが、由貴哉の熱い屹立を求めているのがわかった。その証拠に、下腹部の奥が淫靡な熱を増している。

「由貴哉……さん……。もっと、下さい……」

　玲奈は艶めいた眼差しを向けて、甘えるようにねだる。

　密室とはいえ職場で情交に耽るなど、本来なら絶対にあってはならない。

　だが、淫靡な快楽をたくさん味わった今、ここで終わらせようという気は起きなかった。だから玲奈は欲望の赴くままに、自身の感情に素直に従おうと決意する。

「もっと、何が欲しいの？」

　激しい愛撫を繰り返しながら、由貴哉は少し意地悪く訊き返してきた。

「由貴哉さんが……欲しいんです……」

「僕の何が欲しいの？」

　由貴哉は相変わらず玲奈を焦らしてくる。

　だが、そうやって彼に翻弄されるのも好きなので、不満をぶつけようとは思わない。

「由貴哉さんの……熱い屹立を、私の中に挿れて……掻き乱して下さい……」

　玲奈は恥じらいつつも、自身の望みを正直に言葉にして伝えた。

　その直後、由貴哉は満足げに微笑んで、最奥の鋭敏な部分を激しく擦り上げる。

「あぁぁああぁっ！」

　一際強い刺激と共に絶頂感が押し寄せ、玲奈は歓喜の悲鳴を上げて何度も身悶えた。

　こんなに苛烈になぶられたのは初めてで、体は熱に浮かされたように火照っている。たっぷり乱された花芯も、蕩けるほど熟れており蜜でしとどに濡れている。

　熱い息を繰り返しながら、玲奈が官能の余韻に浸っているところへ、由貴哉がそっとささやきかけてくる。

「いい子だね、玲奈。ご褒美に君の望みを叶えてあげる」

　それから彼は、スラックスの前を寛げて自身の猛りを引き摺り出し、淡々と避妊具を装着していく。

（もしかして、さっきの件があろうとなかろうと、ここで抱くつもりだったの？）

　玲奈が疑問を隠せずにいると、こちらの視線に気付いた由貴哉が微笑みかけてきた。

「じっと見つめて、どうかした？」

「いえ、その……由貴哉さんはもしかして、最初からここでするつもりだったのかなと思って……」

　疑問をそのまま口にすると、由貴哉は可笑しそうに「まさか」と笑う。

「残業で遅くなりそうだったら、また一緒にホテルに泊まるのも良いかなと思って、常に持っていたんだ。でも、どうしても我慢できなくなってしまって……」

　見た限り、嘘を言っている様子はない。やはり独占欲に駆られた衝動だったのだろう。

　由貴哉は再び玲奈を背後から抱きしめると、そり勃った剛直で恥裂をゆっくり押し拡げていく。

　子宮口まで入ってきたかと思うと、間髪を容れずに掻き乱された。

「あぁぁあ……」

　望み通り、淫襞を擦られる悦びに満たされ、玲奈は感極まってため息をつく。

「あぁ、玲奈の中……すごく熱くうねってる……」

　由貴哉も熱っぽい息を吐きながら、グチュグチュと激しい抽送を繰り返した。

　男根を擦りつけられるたびに、媚肉が歓喜に震えるようにうねりを増した。

「く……ぅ……」

　由貴哉は己の剛直を締め付けられる形となり、小さく喘いで下肢をわなわなと引き攣らせる。

「こんなに締め付けるなんて、君も僕と同じぐらい貪欲になっていたんだね」

　彼は嬉々とした笑みを見せながら、玲奈の体を抱えた状態で何度も突き上げていく。

「あっ、ああああっ！　あああぁん！」

　熱い切っ先で獰猛に穿たれ、体が激しく揺さぶられる。同時に花唇全体が淫らにヒクついて、玲奈は気持ちよさのあまり喜悦の悲鳴を上げた。

「玲奈、もう……たまらない……」

　由貴哉は陶然と名前をつぶやくと、上下に揺れる乳房を揉みしだいてくる。

「あぁぁンッ！　あっ、あっ、あぁぁあっ！」

　そのまま指先で乳首も弄られ、快感が瞬く間に全身に広がって突き抜ける。玲奈は気持ちよさから背を仰け反らせ、与えられる官能の悦楽にむせび泣いた。

　感じる部分を擦りつけられ、二つの膨らみを揉みしだかれ、熱い屹立で掻き乱される。

　全身でこの上なく愛されて、体の芯が一段と熱く火照り心もすっかり蕩けていく。

　亀頭の先端が最奥に押し当てられるたびに、下肢が震えて立っているのが辛くなり、玲奈はたまらずデスクに手をついた。

　普段の由貴哉なら、そこで玲奈を気遣ってくるところである。

　しかし、今は荒い呼吸をしながら、激しい律動と愛撫を繰り返すのみ。今の由貴哉はそれほどまでに、余裕をなくしているのがわかる。

「玲奈、玲奈……」

　不意に、由貴哉は愛しげに名前を呼びながら、乳房を大きく捏ね回してくる。同時に律動の速度も上げて、熟れた蜜腔を執拗に擦りつけていく。

「あぁぁぁぁ──っ！」

　一段と苛烈な愛撫と抽送に、体に生じた快感も大きく膨れ上がる。玲奈は甲高い嬌声で啼いては、全身をガクガクと戦慄かせた。

　媚肉だけでなく、蜜口までもが淫靡に震えて、新たな官能の雫を滴らせる。

　隘路を蹂躙する剛直も、ますます硬く隆起していくのを感じて、玲奈は恍惚の笑みで歓喜に打ち震えた。

「ん……あぁぁ……。由貴哉さん……」

　玲奈は声を上擦らせて愛する男の名を呼ぶ。

　それで更に劣情をそそられたのか、由貴哉は穿たんばかりの勢いで突き上げてくる。

「あぁぁああん！」

　玲奈は背を大きく仰け反らせて淫らに絶叫する。

　鋭敏な部分を二度、三度と繰り返し擦り上げられ、全身に広がった壮絶な快楽が大きく爆ぜた。

「ん……くぅ……ッ！」

　玲奈が気持ちよく昇天した直後、由貴哉も下肢を震わせて熱い飛沫を解き放つ。

　脈動する雄茎が精を迸らせるのを感じながら、玲奈はうっとりと絶頂の余韻に酔いしれる。

　荒くなった息が整ったところで、由貴哉は蜜腔からそっと男根を引き抜いた。

　ここで終わりかと思いきや、彼の熱はまだ治まらないらしく、射精を終えたばかりの雄茎はそり勃ったまま。

　驚く玲奈をよそに、由貴哉は新たな避妊具を着けて、そのまま椅子に座る。

「玲奈、僕の上においで」

　そう誘う声色は優しさに満ちていたが、瞳には未だに欲望の光が灯っていた。

　本当ならこれ以上、社内で情交に耽るのは好ましくない。

　だが、由貴哉に求められる歓びに満たされていた今、玲奈の中に退くという選択肢はなかった。

　玲奈は誘われるままに、彼と向かい合う姿勢で腰を下ろす。

「いい子だね」

　由貴哉は褒美という風に軽くキスすると、玲奈の腰を支えて下から自身の男根を挿入した。

「あ、ああん……」

　蜜腔は何の抵抗もなく剛直を受け入れ、歓喜に震えてざわざわと粟立つ。

　雄肉も迎え入れられて嬉しいのか、ビクビクと脈動して更に勃ち上がる。

「こうすると、玲奈の感じる姿をいつもじっくり堪能できる」

　由貴哉は嬉々とした笑みを湛えながら、玲奈の形の良いお尻にそっと手を添えて、体ごと揺すり始めた。

「あぁぁあ……」

　奥深くまで挿入された雄茎が、媚肉全体を優しく擦り上げてくる。

　下腹部の奥から全身にかけて、震えるほどの快楽がたちまち駆け抜けて、玲奈はあえかな嬌声を上げて背を反らす。

「はぁ……」

　今の動きで由貴哉も感じたらしく、感極まった様子でため息をつき下肢を戦慄かせていた。

「今の動き、すごく良かったよ。もっと動いてみて」

「はい」

　玲奈は言われるままに、ゆるゆると腰を動かしていく。

　熱い切っ先によってＧスポットを気持ちよく刺激され、快楽がさざ波のように止め処なく押し寄せる。その動きに伴って、花芽と雄肉の根本も擦りつけられて、玲奈の体を一段と疼かせていった。

「あぁ、玲奈のその蕩けそうな顔、本当にたまらない……」

　由貴哉は陶然とした様子で微笑みながら、玲奈の腰からお尻をやんわりと撫でさする。

「は、あぁぁん……」

　彼の美麗な笑みと淫靡な手つきに絆され、玲奈は頬を上気させて何度も身悶えた。

　するとまた、淫襞が歓喜に震えるようにビクビクとうねる。その弾みで雄茎は締め付けられて、隘路の中で更に硬く隆起していった。

　由貴哉に見つめられるのも優しく愛撫されるのも、今の玲奈にとって全て快感を引き出してくれるものばかりである。

　それらがもっと欲しくてたまらず、玲奈は誘惑するように淫らに腰を揺すっていく。

「は……あぁあ……」

　二人きりの社長室に、性器同士が擦れ合う音と艶めいた嬌声、そして高揚した息遣いが響き渡る。

　玲奈も由貴哉も、淫靡な音に一段と劣情を掻き立てられて、もはや周囲のことなどお構いなしに互いを貪り続けた。

「玲奈も前よりずっと、僕を煽るのが上手くなったね」

　由貴哉は上下に揺れる乳房に手を伸ばし、やわやわと揉みしだいていった。

「あぁ……あああっ……！」

　玲奈は頬を上気させて、繰り返し艶めいた声音で喘ぐ。

　指先で乳首も擦り上げられ、胸の先端からも甘い痺れを伴った快感が広がる。熱くうねる蜜腔も疼きを増して、先程よりも強く雄肉を締め付ける。

「ンッ……くぅっ……！」

　由貴哉は苦悶にも似た声を上げた後、自らも腰を動かして子宮口を穿ち始めた。

「あぁっ！　ああぁあん！」

　下から突かれるのもこの上なく気持ちよくて、瞬く間に下肢全体の熱が上昇して快感が駆け抜けていく。

　感極まった玲奈が背を仰け反らせると、すかさず濡れた舌で胸の谷間を舐られる。

「はぁぁあ……っ！」

　肌の上を這う舌の感触も心地良く、全身に甘い悦楽が奔りゾクゾクと震え上がる。同じように花芯も大きく脈打って痙攣を始めた。

　再び絶頂が訪れると予感した玲奈は、すかさず由貴哉にしがみつき媚びるような眼差しで見つめる。

「由貴哉さん、一緒にイって……下さい……」

　艶めかしい声で懇願すると、由貴哉はすぐに優しく微笑み返してくれる。

「ああ、イこうか」

　彼は優しくささやいた後、己の猛りを最奥に激しく打ちつけていった。

　突かれるたびにＧスポットがジンと疼き、淫襞全体も小刻みに脈動し始める。体に生じた快感も膨れ上がり、鼓動も少しずつ速まっていく。

　由貴哉の熱を一身に感じようと、玲奈は更に強く彼の体にしがみついた。

「玲奈、イクよ……！」

「あぁ、由貴哉さん……！　早く、来て……！」

　由貴哉のかけ声を合図に、穿つような勢いで子宮口を突かれる。

「あぁぁぁあ──ッ！」

「うっ！　く……ぅ……ッ！」

　瞬く間に絶頂に達した玲奈は、歓喜の涙を流して激しく身悶える。続いて由貴哉も、下肢を大きく震わせながら熱い精を解き放った。

　壮絶な快感に果てた二人は、互いの体を抱き合ったまま恍惚状態になっていた。

（由貴哉さんと一緒に、気持ちよくイケて幸せ……）

　もはや背徳感など微塵も抱いていない。

　玲奈は由貴哉のぬくもりと鼓動を感じながら、彼に深く愛される歓びと幸せを噛みしめる。

　広い胸板にそっと顔を埋めると、由貴哉はすかさず髪を撫でてくれた。

　その優しい手つきに胸が高鳴り、たちまち身も心も絆されていく。

「玲奈、ごめんな。君が栗林に盗られるんじゃないかと怖くなって、つい強引な真似をしてしまって……」

　不意に、由貴哉は申し訳なさそうに、謝罪の言葉を告げてくる。

　先程まで独占欲を剥き出しにして、場所もわきまえず求めてきた彼だが、冷静さを取り戻したことで本気で反省しているのが窺える。

「謝らないで下さい。私も途中からは、望んで由貴哉さんに抱かれていましたので。だから私達は共犯者ってことで」

　玲奈がそう言って明るく笑いかけると、由貴哉は安堵した様子で微笑んだ。

　それから彼は、真摯な眼差しを向けて語りかける。

「玲奈、初めて見た時からずっと、僕は君のことが好きだった。僕にとって、初恋の女性は君なんだ。偶然とはいえ、君が入社してきた時は本当に嬉しかったよ。前任の河か合わいさんの寿退職が決まった時、次の秘書は君にしようと決めたんだ。もちろん、日頃の仕事ぶりもちゃんと評価していたけど、それ以上に君を僕のそばに置きたかった」

「由貴哉さん……」

　大好きな人がこれほどまでに、自分に対して熱烈な愛を抱いていたと知り、玲奈は多幸感から胸が打ち震えた。

　それから玲奈は唐突に、河合が退職する日に自分に告げてきた言葉を思い出す。

『三上さんならきっと、社長と上手くやれる筈よ』

　あの当時はてっきり、仕事のことを言っているのだと思っていた。

　しかし、実のところ河合も、由貴哉が玲奈に恋心を抱いていたことを知っており、いずれ自分達が結ばれると予感したのかもしれない。

「玲奈」

　由貴哉に名前を呼ばれ、玲奈は意識を現実に引き戻して彼に向き直る。

　次に告げられる言葉を待っていると、由貴哉はいつもの優しい笑みを浮かべた。

「君を誰よりも愛している。僕はもう、君無しではいられない」

「私も、由貴哉さんのことが好きです。これからもあなたと一緒にいさせて下さい」

　二人は互いに愛の言葉を伝えた後、どちらからともなく唇を重ねて濃密なキスを交わす。

　どんな時でも優しく、自分だけを一途に愛してくれる由貴哉となら、この先も上手くやっていけるに違いない。

（私も由貴哉さんに負けないぐらい、彼にめいっぱい愛を伝えていこう）

　揺るぎない決意を胸に、玲奈は由貴哉を強く抱きしめて口づけを交わし続けた。

　

　

　玲奈をマンションまで送った後、由貴哉は車を置きに一旦帰り、例のバーへ飲みに来ていた。

　今夜は久しぶりに、従兄弟の雅弘と一緒である。

　二十代の頃は、こうして頻繁に二人で飲みに来ていたものだ。しかし、雅弘が結婚して子供もできてからは、その機会もすっかり減ってしまっていた。

「悪いな、マサ。急に呼び出したのに、付き合ってくれて」

「気にするなよ。嫁も、たまには男同士で息抜きしてこいって、許可してくれたから」

「そうか。今度、僕からもお礼を言っておかないとな」

　自分達は本当に、幼い時から実の兄弟のように仲が良い。従兄弟というよりも、気の置けない親友に近いのではと思っている。

　一杯目を飲み終えたところで、雅弘は含み笑いを浮かべて話しかけてくる。

「それにしても、今朝あんなに機嫌の悪かったお前が、こうも上機嫌になったのはやっぱり三上さんのおかげか？」

「やっぱり……わかるか……？」

　由貴哉がばつが悪そうに訊き返すと、雅弘は途端に呆れた様子でため息をつく。

「あんな艶めいた声が聞こえてきたんだ。嫌でもわかるに決まってるだろう」

「マサ、お前……聞いていたのか……？」

　専務である雅弘も残業していたので、書類確認のために自分の元へ来たとしても何ら不思議ではない。

　いくら仲の良い従兄弟とはいえ、情交に耽っていたことを知られて気まずいことこの上ない。

　冷静さを取り戻した今、ただでさえ自分の行いを恥じている。これでもし玲奈に拒絶でもされていたら、今頃きっと自己嫌悪に陥っていたところだ。

「心配するな。俺が残っていた社員全員に、『社長は重要な相手との電話対応中で手が離せないから、絶対に社長室に近づくな』って言っておいたから。だから俺以外、あの部屋の前まで行った人間は誰もいない」

「ありがとう、マサ。本当に助かったよ」

　雅弘の言葉を聞いて、由貴哉は安堵すると同時に彼に深く感謝する。

　自分がどう思われようと構わないが、玲奈の品位を貶めることだけは絶対にあってはならない──由貴哉はそのことを深く肝に銘じ、今まで以上に社長として恥じない生き方をするのだと決意する。

「で、お前が冷静さを欠いてあんな行動に出たのは、やっぱり栗林への当てつけか？」

　栗林は良くも悪くも感情が表に出やすい男で、玲奈に好意を抱いているのは周知の事実となっている。

「栗林だけじゃない。玲奈をモノにしようとつけ狙う男全員に、彼女は僕だけのものだと知らしめたくてついやってしまったんだ」

　その中には先日の会食で無礼を働いた、取引先の社長も含まれている。

　こちらが会食先の料亭に着いた時点で、その社長はすでに酒を飲んで相当酔っていた。

　完全に自分を若造だとなめ切っているのが、彼の態度からはっきりと感じ取れた。それでも由貴哉はいつも通り、折り目正しく挨拶をしてから食事の席に着いた。

　そこまではまだ良い方である。

　食事が始まって数分も経たないうちに、相手はこちらの神経を逆撫ですることを喋り出したのだ。

『それにしても、この場にあなたの秘書さんがいなくて残念だ。ぜひ私の隣に座って、酌をしてもらいたかったよ』

　下卑た笑みを浮かべる男に、由貴哉はたまらず不快感を露わにして顔をしかめた。

　いくら食事の席とはいえ、言って良いことと悪いことがある。

　ホステスやキャバ嬢に酌をしてもらうような感覚で、取引相手の社長秘書に酌をさせたいと口に出して言うなど、正気の沙汰とは思えない。

　だが、すっかり酔っていた社長は、こちらの心情など一切お構いなしに話を続けていった。

『それにあの体、いつ見ても最高だね。一度でいいから、ぜひこの手で抱いてみたいよ』

　妄想の中で玲奈を穢されたことで、由貴哉の怒りは頂点に達すると同時に、殺意に似た感情が込み上げてきた。

　赤くなった顔面に盃を投げつけて、「そんな卑猥な目で玲奈を見るな！」と怒鳴ってやりたい衝動に駆られた。

　由貴哉は激情をどうにか堪えると、ただ一言冷たく「御社とは今後一切、取引しない」と告げ、食事に手を付けずに帰ってきた。

　その後、専務や常務から何度か謝罪の電話が来た。しかし、肝心の本人からの謝罪は一切ないので、二度と取引しないという決意は微塵も変わらない。

　雅弘はもちろん会長である父も、この話を聞かせた時は大層憤慨していたものである。

　そして今もまた、その時に抱いた怒りがどれほどのものか、つい話してしまった。

　同じことを聞かされても、従兄弟は少しもうんざりした顔をせず、「由貴哉の気持ち、よくわかるよ」とうなずいてくれる。

「本当に馬鹿な人だよな。『食事の席での冗談だろう』なんて言い訳が、今時通用するとでも思っているのか」

「あの社長にも腹が立ったが、僕と玲奈の仲を引き裂こうとした栗林にも、大層怒りを覚えたよ」

　数時間前に耳にした、暗い嫉妬の念が込められた栗林の言葉を思い出す。

『……天は二物を与えずなんて言葉、嘘じゃないか……』

　栗林の目からすれば自分は、金持ちの嫌味な男にしか見えないのだろう。玲奈との交際も、遊び感覚で付き合っていると思っているに違いない。

　だが、初めて会った時から、玲奈に対する由貴哉の想いは本気である。決して金で釣ってモノにしたわけではない。

　玲奈を振り向かせるために、常に甘く優しく接したし、自分を磨く努力もした。

　それに引き換え栗林は、自身を磨く努力をしようとせず、恋敵である自分を妬むだけ。その上、強引な手段で想いを寄せる女を手に入れようとするなど、愚かにも程がある。

「栗林のことはあまり深く考えるな。あれは欲しいものが手に入らず、駄々をこねる子供と一緒だよ。まあ、うちのかわいい衣い陽よは聞き分けが良くて、わがままを言わない良い子だけどな」

「はいはい」

　自分を励ますと見せかけて、さり気なく我が子の話を持ち出す親馬鹿ぶりを発揮する雅弘に、由貴哉は思わず苦笑してしまう。

　だが、そんな彼のおかげで元気が出たのも事実である。

「さて、嫌な話題はこの辺にして、飲み直すとしよう」

「ああ、そうだな」

　それから二人は酒をもう一杯注文し、明るい話題に花を咲かせて飲み直す。

「まずはお前と三上さんに乾杯だ」

「乾杯」

　互いのグラスを掲げて乾杯すると、喉を鳴らして中身を一気に呷った。

（玲奈と付き合うことになったのも、このバーで飲み交わしたのがきっかけだったな）

　あの時はただ、玲奈の悩みを聞くだけのつもりだった。それがよもや、一夜を共にすることになるとは思わなかった。

　あの日からまだ半年ほどしか経っていないが、とても懐かしくなってきて由貴哉はしみじみと感傷に浸る。

「これから三上さんも、俺達の家族になるんだよな」

　グラスの中身を飲み干したところで、雅弘は感慨深げにぽつりとつぶやく。

「三上さんは優しいから、衣陽もすぐ彼女に懐くだろうな。今度のあの子の誕生日会がもっと楽しくなりそうだ」

「お前な、衣陽ちゃんの誕生日はまだまだ先じゃないか」

　早急すぎると思いつつも、従兄弟が自分の愛する女性を受け入れてくれて、由貴哉は嬉しさから表情を綻ばせる。

「近いうちに、僕と玲奈の家族を集めて食事会をやろうと考えているんだ。マサも、睦むつ子こさんと衣陽ちゃんを連れて遊びに来いよ」

「ありがとう、ぜひ行かせてもらうよ」

　その後も由貴哉は、明るい未来を片隅に考えながら、雅弘と飲み交わすのだった。










第四章　〜若社長と身も心も結ばれて〜








		
　クリスマス当日、玲奈は部屋を出ると急ぎ足でエレベーターに乗り込んだ。

　愛する人と過ごすクリスマスなので、いつも以上に気分が浮足立っている。今日が楽しみで、昨夜はなかなか寝付くことができなかった。

　一階に到着するまでの時間が、とても長く感じられた。現在地のフロアを示す数字を見ながら、早く由貴哉の元へ行きたいと強く願う。

　エレベーターを降りて外に出ると、エントランス前で待っていた由貴哉と合流する。

「おはよう、玲奈」

「おはようございます、由貴哉さん。いつも早いですね」

「君を待たせたくないからね。それに、愛する女性のために早く来るのも、男の役割だから」

　それから由貴哉はいつものように、助手席のドアを開けてくれる。

「ありがとうございます」

　玲奈は礼を言うと助手席に乗り込む。

　由貴哉ほど、こんなに自分を丁重に扱ってくれる人など、他にいないのではないだろうか。彼の完璧な所作をじっと見ながら、玲奈は改めてそう実感していた。

「うちへ行く前に、ちょっと寄りたい所があるんだけど、いいかな？」

　由貴哉は運転席に座るなり、そう問いかけてくる。

「ええ、構いませんよ」

「ありがとう」

　玲奈の返答を聞いて、由貴哉は安心した様子で微笑む。

　マンションを出発してしばらく街中を走り、信号待ちのために停まったところで玲奈は何気なく外の景色を見た。

（あれ？　ここって──）

　この場所には見覚えがある。大学生になったばかりの頃に、気晴らしのために一人で訪れた公園。そう──由貴哉と初めて出会った場所だ。

（もしかして、由貴哉さんが寄りたい場所って、ここのこと？）

　そんなことを考えていると、信号が青になり由貴哉は車を発進させた。

　そして玲奈の読み通り、彼は公園の駐車場に入り空いているスペースに車を停める。

「玲奈、一緒に来て」

「はい」

　由貴哉に言われるままに、玲奈は一緒に車を降りて彼のあとに続く。

　公園内を進んでいき二人が向かった先は、ベンチがひっそりと佇むだけの殺風景な場所。

　このベンチに座って、優美にチェロを奏でる由貴哉の姿が、今でもはっきりと脳裏に浮かんでくる。

「ここへ足を運ぶたびに、君と出会った日のことを思い出すよ」

　陶然とした様子で微笑みながら、由貴哉は感慨深げにつぶやく。

　自身の隣に腰かけるように促すと、彼は真摯な眼差しで玲奈を見やる。

「玲奈、僕は本気で君を愛している。付き合い始めてからそんなに経っていないけど、君以外の女性は考えられない。だから玲奈、僕と結婚してほしい」

　そう言って由貴哉が差し出したのは、大きなダイヤモンドが嵌められた婚約指輪。思いがけないクリスマスプレゼントに、胸の中がたちまち歓喜に満たされる。

「はい、由貴哉さん！　私もあなたと結婚したいです！」

　玲奈は頬を上気させると、嬉々とした声音で承諾の言葉を返す。

　由貴哉もまた、プロポーズが成功したことで、至極嬉しそうに表情を綻ばせていた。

　それから彼は、左手の薬指に指輪をそっと嵌めてくれる。

「すごく綺麗……！」

　玲奈はしばしの間、感極まった様子で白銀に輝く指輪を眺める。

「プロポーズは僕達が出会ったこの場所でしようって、ずっと前から決めていたんだ」

「そうだったんですか……」

　大した話をしたわけではないが、由貴哉が自分との出会いを大切な思い出にしてくれていたのが、この上なく嬉しくてたまらない。

　感動のあまり胸がジンと震え、玲奈は目頭が熱くなる。

「せっかくのクリスマスなんだから、雪が降っていればもっとロマンティックな雰囲気になったのに、それだけがちょっと惜しいかな」

「ふふっ、そうですね」

　由貴哉の言う通り、雪が降っていればクリスマスらしい雰囲気が出たかもしれない。

　だが、こうして晴れ渡っているのも悪くない。

「玲奈、記念に写真を撮ろうよ」

「いいですね、撮りましょう！」

　由貴哉はスマホのカメラを起動させ、二人で寄り添っているところを撮影する。

　写真の中の自分達は、とても幸せそうな笑顔を浮かべていた。その姿はまるで、愛に溢れた未来を示しているようだ。

「由貴哉さんのおかげで、とても素敵なクリスマスになりました。本当にありがとうございます」

「何言っているんだ。僕達のクリスマスは、まだ始まったばかりだよ。それに、甘い夜だって控えているんだから」

「もう、由貴哉さんったら……」

　由貴哉に艶めいた眼差しを向けられた途端、体の芯が淫靡な熱を帯びて玲奈は頬を赤らめる。

　オフィスで抱かれた翌日。どういう心境の変化なのか、由貴哉から唐突に真面目な顔で「クリスマスまで君を抱くのを我慢する」と宣言された。そしてその言葉通り、彼は本当に今日まで玲奈に触れてくることはなかった。

　だから今夜はきっと、抑えていた分のタガが外れて、いつも以上に濃厚かつ淫靡に抱かれるに違いない。

　恥ずかしいと思う一方で、久しぶりに由貴哉に愛でられる歓びも込み上げてきて、玲奈の心はときめきで満たされる。

「それじゃあ、玲奈。今日は心置きなく、二人だけのクリスマスを楽しむとしよう」

「はい、最高の思い出にしましょう」

　二人は笑顔で見合わせた後、互いの手を絡ませて公園をあとにした。

　

　

　年が明けて早々、由貴哉は会社の朝礼にて自分達の婚約を報告した。これを聞いた社員一同は、拍手と共に笑顔で祝福の言葉をかけてくれた。

　会長と専務も、「君もこれからは家族の一員だ」と言って、玲奈を温かく歓迎してくれる。

　由貴哉が玲奈に恋焦がれているのを知っていた二人は、この日が来るのを今か今かと待ち侘びていたらしい。

　昼休みには、後輩の女子社員達が玲奈の元へ来て、ブーケトスではぜひ自分に投げてほしいと言ってきた。

　多くの人達から、これほどまでに喜んでもらえて、ますます幸せな気分が込み上げてくる。

　一方、栗林はあの日以降、玲奈を避けるように欠勤しがちになった。年が明けた今も、体調不良を理由に休んでいる。

　恐らく彼はこのまま、会社を辞めていくに違いない。

　好きな相手と添い遂げられないぐらいで、そうやっていじけるなど本当に幼稚である。

　由貴哉はそんな栗林のことを、「欲しいものが手に入らず、駄々をこねる子供と一緒だ」と言っていたが、まさにその通りだと思う。

（まあ、逆恨みされなかっただけ、まだマシな方か……）

　いずれにせよ、これからは自分達の幸せな未来に向けて進むだけだ。

　そして一月の終わり頃。由貴哉のマンションにて、婚約祝いを兼ねた食事会が開かれた。

　訪ねてきたのは由貴哉の両親──成瀬商事の会長で父親の宗そう一いち郎ろうと、世界的に有名なヴァイオリン奏者である母親のすみれ。

　この日は雅弘の家族も来る予定だったが、朝早くに彼から娘が熱を出したので行けないと連絡があった。そのため、また別の日に改めて雅弘一家と食事会にすることになった。

「あなたのような気立ての良い人が、由貴哉のお嫁さんになってくれて本当に嬉しいわ」

　宗一郎や雅弘と同じく、すみれも心から玲奈を受け入れてくれた。

「そう言っていただけて、大変恐縮です」

　義母になる人とはいえ、相手が有名人だからかつい緊張してしまう。

　そんな玲奈の心情を察したのか、すみれはやんわりと微笑みかけて、「そんなに堅苦しくしなくていいのよ」と告げてくる。

　その優しい笑顔は由貴哉にそっくりで、彼が母親の血を濃く引いているのだと、改めて実感する。

「由貴哉ったら、なかなか恋愛に興味を示すような素振りを見せないし、仕事でもかなり厳しいと聞いていたから、結婚してもすぐに愛想を尽かされるんじゃないかって心配していたの。だけど、あなた達のことを見ていたら、上手くやっていけそうだとホッとしたわ」

「母さん、だから言ったじゃないか。余計な心配はしなくていいからって」

　由貴哉は料理を運びながら、うんざりしたようにため息をつく。

　恐らく彼もこうして両親から、たびたび結婚の話を持ち出されたに違いない。

　すると宗一郎はやや強い口調で、「心配するのは当たり前だろう」と叱責する。

「自立する前のお前は、料理など全くせず音楽に夢中になっていたから、嫁さんに家のことを全部押し付ける男になるんじゃないかと、本気で不安になったわい」

　父親の言葉に気まずくなったのか、由貴哉はばつが悪そうに押し黙ってしまう。

「え？　由貴哉さん、実家では料理されてなかったんですか？」

　意外な事実を聞かされ、玲奈は驚いて目を丸くした。

　部屋を訪ねるたびに、由貴哉は美味しい料理でもてなしてくれた。だから実家でも、そうしてきたのだと思っていたのだ。

　すると由貴哉は赤面しつつも、おずおずと口を開いて話し始める。

「料理のできない男なんて、絶対に受け入れてもらえないだろうって思ったからね。だから君に喜んでもらえるよう、頑張って料理の腕を磨いたんだ」

「そうだったんですね」

　自分のために、ひたむきに努力してくれる由貴哉の姿が、はっきりと目に浮かぶ。

　玲奈は感動に震えると同時に、彼と結ばれて良かったと心の底から感じた。

　それから程なくして、由貴哉はメイン料理の焼豚が乗った皿を運んでくる。

　普段は洋食を作ることの多い由貴哉だが、今夜は珍しく和食である。

（それにしても、何だかちょっと量が多いような……）

　それだけではない。食事会の参加者は四人の筈なのに、なぜか椅子が一脚余っている。

　由貴哉はそのままでいいと言っていたが、他に誰かが来るという話は聞いていない。

　ちょうどその時、インターホンの音が鳴った。

「僕が出るよ」

　由貴哉は素早く玄関に向かっていく。

「誰か他に来る予定でも？」

　案の定、宗一郎は怪訝そうに尋ねてくる。

「実は私も聞いてないんです」

　玲奈はそう答えると、誰が来たのだろうかと聞き耳を立ててみる。

　由貴哉の声は辛うじて聞こえたが、相手の声は全く聞こえてこない。

「今日はわざわざありがとうございます。どうぞ、上がって下さい」

　程なくして、由貴哉と共に来客がリビングへと入ってくる。

　訪ねてきたのは玲奈の父、功いさおであった。

「お父さん……？」

　由貴哉と婚約したことはもちろん、今夜の食事会のことも何も伝えていない。そんな状況の中、突然の父親の来訪に、玲奈は驚きを隠せなかった。

「初めまして、玲奈の父親の功と申します」

　最初に功は、緊張しつつも折り目正しく、由貴哉の両親に挨拶をする。

「こちらこそ初めまして。由貴哉の父の宗一郎です。こちらは妻のすみれです」

「初めまして。見るからに、とても立派そうなお父様だこと。きっと玲奈さんのことも、愛情を一身に注いで育ててこられたんでしょうね」

　由貴哉の母親から、これほどまでに高く評価されるとは思わなかったようで、功はばつが悪そうに苦笑いを浮かべていた。

「いえ、私はそんな大層な父親なんかじゃありません。仕事一筋で家庭を顧みず、娘には辛い思いばかりさせてしまって──」

　互いの親が話をしている間、玲奈は由貴哉にこっそり耳打ちして尋ねた。

「あの、由貴哉さん。これは一体、どういうことですか？」

「実は事前に、僕達が婚約したことを報告しに行ったんだ。その際、食事会にも来て下さいってお願いしたんだよ。ずっと仲違いしたままでは、君も心苦しいかと思って。もしかして、余計なことをしてしまったかな？」

「いえ、そんなことはありません。私のために、わざわざありがとうございます」

　喧嘩をしてからずっと、顔を合わせるのが気まずくて父を避けていた。婚約したこともどう話せばいいものかと、密かに悩んでいたところだった。

　なのでこうして、由貴哉の方から報告してもらえたことに、心から感謝している。

　由貴哉の両親との会話を終えると、功はいつになく穏やかな面持ちで玲奈の方へ向き直る。

「玲奈、今まですまなかった。仕事に明け暮れてばかりで父親らしいこともせず、お前には寂しい思いをさせてしまって。母さんが家を出て行って辛かった筈なのに、そばにいて寄り添ってやらなかったことも本当に後悔している。そんなお前に幸せになってほしいあまり、口うるさく結婚を急かしてしまって……。だが、お前が由貴哉さんという素晴らしい人に出会い、幸せにしているとわかって安心したよ。本当に婚約おめでとう。ここへ来る途中、お前の好きなフルーツタルトを買ってきたんだ」

「お父さん……」

　娘の自分のことなど、どうでもいいのだと思い込んでいた。結婚を急かすのも、女は夫と家庭のために尽くせと考えているからなのだと、勝手に決めつけていた。

　だが、言葉に出さなかっただけで父はずっと玲奈の幸せを願い、好きなものもちゃんと覚えていてくれたのだ。

「ありがとう、お父さん。私こそ、避けてばかりでごめんなさい……」

　玲奈は涙声で、感謝と謝罪の言葉を口にする。

　父は自分の気持ちなど、何もわかってくれないと、いつも不満を抱いていた。

（だけど、わかっていなかったのは、私の方だった……）

　ちゃんと向き合おうともせずに、ずっと避けてきた自分が恥ずかしくてたまらない。

「お前は何も悪くない。そうさせたのは、他でもない父さんなんだから。だからこれからは、もっと玲奈に寄り添って大切にするよ」

「ありがとう」

　玲奈は父に微笑みかけて、もう一度礼を言う。

　由貴哉のおかげで父親と和解できたことで、食事会はとても和やかなものとなった。

　玲奈と由貴哉はもちろん、互いの親も終始笑顔が絶えなかった。

　酒が入ってから、功も由貴哉の両親も我が子の自慢話に発展する。

　聞いている方はとても恥ずかしく、玲奈も由貴哉もやめるよう訴えたが、酔いが回っているせいか止まる気配はない。

　二人は仕方なく諦めて、自分達も酒をたしなむことにした。

「玲奈のお父さん、とても良い人だね」

　互いの親が楽しげに話す様子を眺めながら、由貴哉は優しい笑みを浮かべて話しかけてくる。

「厳しいところもあったけれど、いつも私を大切にしてくれていたんだなって、改めて思いました」

　今日まですっかり忘れていたが、休日にケーキを買いに連れて行ってくれたのを、デザートのタルトを見て思い出した。

「会いに行く時、受け入れてもらえなかったらどうしようと緊張したけど、『玲奈を幸せにしてやって下さい』と言われて安心したよ」

　父もきっと、由貴哉の良い人柄を見抜いて、彼になら娘を安心して任せられると判断したに違いない。

（お父さんには、改めて感謝しないと）

　長らく親孝行してこなかったので、見える形で父にこの気持ちを伝えようと決める。

　食事会がお開きになったのは、夜の十時を過ぎた頃だった。

　見送る際、玲奈は改めて父に礼を言った。

「今日は来てくれてありがとう。フルーツタルト、すごく美味しかったよ」

　娘の言葉を受けて、功は満面の笑みを見せる。

「父さんも久しぶりに、玲奈の嬉しそうな笑顔を見られて良かった。今度の誕生日にも、また来るからな」

「本当!?」

「ああ、もちろんだ。今まで数えるぐらいしか祝ってやれなかったから、盛大にお祝いするよ。プレゼントも用意しておくから、楽しみにしているんだぞ」

「うん！　待ってるね！」

　玲奈はとびきりの笑顔で大きくうなずく。

　それぞれの親が帰っていき、片付けを一通り終えた後、二人はじっと寄り添ってソファーに座っていた。

「由貴哉さん、私と父の仲を取り持ってくれて、本当にありがとうございます。それがなかったら多分、今も父とギスギスしたままだったと思います」

　由貴哉には本当に、いくら感謝してもし切れない。玲奈は未来の夫に、改めてその気持ちを言葉にして伝えた。

「君の役に立てて良かったよ。それに、お義父さんにも喜んでもらえたし。近いうちに、君の実家へ改めて挨拶しに行こうか。お義父さんの方からも、ぜひ一度来て下さいって言われたから」

「警察の官舎だから、けっこう狭いですよ。地元も、ここよりずっと田舎ですし」

「そんなの構わないよ。僕と出会う前、玲奈がどんな場所で過ごしてきたのか、もっと知りたいから」

　言い終えると同時に由貴哉は、玲奈の腰にそっと手を回して、自身の方へと抱き寄せる。

「あ……っ……」

　互いの体が密着しただけで、胸の鼓動が早くなっていく。また、全身も熱く火照っていき、劣情に似た感情が込み上げてくるのを感じた。

「玲奈、せっかくだからこのまま、二人だけの時間に突入しない？」

　由貴哉は艶然と微笑みながらささやきかける。

　甘さを含んだ低い声を聞いた途端、玲奈は更に酔いが回ったようにクラクラとなった。

　それから彼女は、由貴哉の胸板にもたれかかって微笑み返す。

「二人でたくさん、気持ちよくなりましょう」

「ああ、最高の夜にしてあげるよ」

　甘くささやかれながら全身を隈なく愛撫され、胸の高鳴りが一段と増していく。

「ふふっ、とても楽しみです」

　淫靡な時間に想いを馳せながら、玲奈は頬を上気させて恍惚の笑みを浮かべた。

　

　

「ンッ……ふっ……！　ンン……ッ……」

　寝室へ移動した二人は、一糸まとわぬ姿で互いを貪るような、激しい口づけを交わしていた。

　玲奈が息継ぎをしようと離れると、すぐさま由貴哉に唇を重ねられて口内を弄られる。

　巧みな舌の動きに合わせるように、玲奈もたどたどしく舌を動かして絡ませていく。

「ん……ふぅ……」

　濃蜜なキスの合間に腰からお尻を撫でられ、快感から肌が粟立って甘い吐息も漏れる。同時に劣情も掻き立てられて、気付けば玲奈は由貴哉を押し倒していた。

「玲奈……？」

　押し倒されるとは思わなかったようで、由貴哉は少々面喰った様子で瞠目する。

「由貴哉さん、今夜は私から気持ちよくしてあげたいです」

　玲奈は艶めいた微笑みを見せて、彼の胸板を撫でさすりながら甘くささやく。

「玲奈……」

　その色香は効果絶大だったらしい。由貴哉は陶然と玲奈に見惚れながら、ゴクリと喉を鳴らす。

「君は本当に、僕を誘惑するのが上手だね。それじゃあ、せっかくだからしてほしいな」

「そう言ってもらえて嬉しいです」

　玲奈は満面の笑みを浮かべると、由貴哉の男らしい胸板に口づけの雨を降らせていく。

「ん……ぁあ……」

　柔らかい唇が触れるたびに、由貴哉はビクンと小さく跳ねて熱っぽい吐息を漏らす。

　口づけの痕を刻みつけながら、玲奈は指の腹で小さな乳首を捏ね回した。

「は……あぁ……」

　由貴哉は軽く喉を仰け反らせて喘ぐ。

　その美しい顔には喜悦の表情が浮かんでおり、頬はほんのりと紅潮していた。

　由貴哉が愛撫に感じてくれているとわかり、玲奈は感極まって愛撫を続けていく。

　そのまま胸板から腹部にかけて撫でさすり、鼠径部へと手を滑らせて局部へとたどり着く。

　すでに半勃ちした男幹を見た瞬間、玲奈の顔に歓喜の笑みが浮かび上がる。

「ふふっ。由貴哉さんって、私以上に感じやすいんですね」

「君の愛撫が気持ちいいから、あっという間にここまで勃ってしまったんだ」

　予想以上に、由貴哉を感じさせられた歓びから、玲奈は一段と胸を高鳴らせる。

　それから雄茎に優しく指を這わせると、そり勃ったものは嬉しそうに手の中でビクビクと脈動した。

「あ……あぁ……」

　由貴哉も恍惚の笑みを浮かべて、感極まった様子で喘ぐ。

　愛撫を繰り返すうちに、少しずつ硬さと熱さを増す彼の分身が愛しく思えて、玲奈は顔を近づけてチュッと口づけする。

　するとまた、雄肉はビクンと跳ね上がって隆起した。

　更には鈴口を小刻みに震わせて、そこから透明な雫を滴らせていた。

　その淫靡な様相に、玲奈はますます欲情を掻き立てられ、そっと舌を這わせていく。

「あぁぁ……」

　由貴哉は下肢を痙攣させて、ため息交じりに感嘆の声を上げる。

　淫靡な舌遣いに興奮したらしく、彼の息遣いは荒くなっていた。剛直も一段と熱く滾っていき、舌先でなぞられるたびにそそり勃っていった。

　そうして舌戯を続けるうちに、どこが感じやすいのかわかるようになった。

　もっと由貴哉に快楽を与えるべく、玲奈は亀頭から裏筋にかけて重点的に舐る。

「ん……っ！」

　感じる部分への刺激を繰り返していると、由貴哉は苦悶に似た声を上げて大きく身震いした。

　肉竿全体を優しく舐り、先走りと一緒に先端を吸い立てていく。

　濃厚な口淫によって雄肉は屹立を増して太くなり、歓喜に震えるようにドクドクと脈打っていった。

（あぁ、たまらない……）

　玲奈もまた、口内で昂っていく剛直の感触に気分が高揚し、夢中になって滾ったものを舐り続ける。

「は……あ……、は……ぁ……」

　由貴哉は更に息を荒くして、雄茎をより熱く滾らせていく。

　玲奈は剛直に舌を這わせながら、陰嚢を手で包み込んで優しく揉みしだいた。

「ンッ……くぅ……ッ！」

　由貴哉は短く喘いだ後、何度も下肢を戦慄かせて雄肉を奮い立たせる。

　すぐさま反応を示す彼が愛しくて、玲奈は淫靡な愛撫と舌戯で快楽を与え続ける。

「あぁ……玲奈、これ以上……されたら……」

　濡れた舌で執拗に舐られた剛茎が、口の中で更に熱くそそり勃っていた。

　由貴哉は切羽詰まった様子で訴えるが、玲奈はその声を無視してじっくり舐る。

　──自分の奉仕で愛する人をイカせてあげたい。

　玲奈はその想いを胸に、ひたすら雄茎に舌を這わせて吸い立てる。もちろん、玉袋への愛撫も忘れなかった。

「うぅっ……！　あぁあッ……！」

　不意に、由貴哉は大きく身震いして、再び苦悶の声を上げる。

　その直後、剛直も激しく脈動して、欲望の飛沫を勢いよく迸らせた。

　放たれた雄の精を、玲奈は味わうようにゆっくり嚥下していく。

　ようやく射精が終わったところで、熱が引いて衰えていく肉茎をそっと解放する。

「玲奈、もしかして……飲んだ……のか？」

　呼吸を整えた由貴哉が、真っ先に発したのはその問いかけだった。

「はい、もちろん」

　玲奈はそう返事をすると、唇を吊り上げて軽く舌なめずりする。

　その妖艶な仕草を見るなり、由貴哉の瞳に獰猛な欲望の光が灯る。

　それから彼は間髪を容れずに、体位を入れ替えて玲奈をベッドに押し倒した。

「全く。君は一体、どれだけ僕を煽れば気が済むんだ？」

　甘くも官能的な声音でささやかれ、玲奈の身も心も妖しくざわつく。

　由貴哉は陶然と微笑むと、豊満な膨らみをやわやわと揉みしだいていった。

「あ……ぁぁ……」

　玲奈の体はビクンと跳ね上がり、快感から肌が粟立って自然と嬌声も上がる。

　淫靡な反応に欲情をそそられた由貴哉は、乳房への愛撫を繰り返しながら柔肌に自身の証を刻みつける。

「あ……ンッ……！」

　キスされるたびに体はあえかに震え、玲奈は頬を上気させて悩ましげに喘ぐ。

　由貴哉の愛撫と口づけは、次第に激しさを増していき、玲奈の仰け反りも少しずつ強くなっていった。

　白い肌には赤い口づけの痕がくっきり残り、柔らかい乳房は手の中で大きく揉まれていく。

　乳首に触れる時も、普段はじっくり優しく転がしてくれるのだが、今夜は最初から引っ張ったり捏ね回されたりした。

「あぁぁあ……！　由貴哉さん……！　何だか、今夜は……激しいような……ッ！」

「そうだね。君のいやらしい奉仕で、気分がいつもより昂っているせいだと思う」

　由貴哉は愉しげにそう告げると、尖り始めた乳首を指の腹で擦り上げていく。

「あ……あぁぁッ……！」

　胸の先端がジンと疼いて、快感がたちまち全身を駆け巡る。

　蕾のような乳首は徐々に膨らみを増し、由貴哉の指戯によって与えられる快楽に敏感に反応した。土台となっている乳輪の方も、濃く色づいて更に火照っていった。

「だいぶ熟してきたね」

　乳頭を擦り続けながら、由貴哉は形の良い唇を軽く舐める。

　その仕草がこの上なく煽情的で、玲奈は息を呑んで見惚れていた。

「その眼差し、もしかして期待しているのかな？」

「えっと、それは──」

　からかいめいた口調で由貴哉に問われ、玲奈は気恥ずかしさから口ごもってしまう。

　すると由貴哉は艶めいた笑みを見せて、耳元でそっとささやきかけてくる。

「いいよ。さっき、たっぷり気持ちよくしてもらったお礼に、今度は僕が玲奈をたっぷり気持ちよくしてあげる」

「由貴哉さん……」

　玲奈が官能的な声音に聞き入っていると、由貴哉はすぐさま胸の頂を口に含む。

「は……あぁぁ……」

　乳輪全体をなぞるように舐られ、快感のあまり背筋から全身にかけてゾクゾクと震え上がる。

　玲奈は感極まった様子で喘いで、わなわなと大きく身震いした。

　由貴哉は乳嘴を甘噛みしながら、舐ったり吸い立てたりしていく。

「あっ、あぁぁぁあッ！」

　何らかの刺激を与えられるたびに、玲奈は甲高い嬌声を上げて体を波打たせた。その動きに伴って、たわわな実りも大きく揺れて、由貴哉の欲情を一段と煽る形となる。

　由貴哉は乳首に執拗に吸いついては、空いている手で再び乳房を揉みしだいていった。

「ン……あぁぁあ……」

　絶え間なく与えられる快楽に、玲奈は甘切なく喘ぐ。次第に理性も蕩けていき、もっと乱されたいと願ってしまう。

　そんな玲奈の淫欲に応えるように、由貴哉は更に深く乳首に吸いつき、指先でも転がしてくる。

「あぁぁぁあ！」

　指戯と舌戯で二つの乳頭をたっぷり愛でられ、体の芯が先程にも増して熱く疼く。

　膨れ上がった快感は瞬く間に全身に広がり、玲奈は喜悦の涙を流して背中を仰け反らせた。

　最初から濃厚に愛された影響か、足の間が早くも潤っており、下腹部の奥も一段と熱く火照っていた。

　乳首を弄られるごとに、その疼きは徐々に強くなって、濃厚な蜜も更に溢れてくる。

　胸だけでなく秘芯にも触れてほしくて、玲奈は甘えるような声で愛する男に呼びかける。

「由貴哉さん……」

「どうしたの？　玲奈。してほしいことがあるなら言ってごらん」

　由貴哉はいつものように、優しい笑顔を見せて先を促してくる。

　玲奈はほんのりと頬を赤く染めて、蠱惑的な面持ちを浮かべておねだりした。

「ここも、たっぷり愛でてほしいです……」

　玲奈は乳房を弄っていた由貴哉の手を取り、自身の秘められた部分へと宛がわせた。

　その刹那、彼の瞳により一層、劣情の炎が燃え盛る。

「そんな風に積極的な君も、とても魅力的で素敵だよ」

　由貴哉は軽くキスを落としてから、恥裂を開いて可憐な尖りを弄ってくる。

「あっ、あぁあぁ……」

　玲奈は恍惚の笑みを湛えながら、歓喜に震えるようにその身を戦慄かせた。

　丸い淫芽を親指と人差し指で摘まれ、弄うようにクリクリと擦りつけられていく。

　下肢全体は瞬く間に熱を帯びていき、下腹部の奥の疼きも増して大きくうねる。

「ンッ……あぁぁあッ！」

　玲奈の嬌声も一段と甲高くなり、体の仰け反りを強めて官能の悦楽に打ち震えた。

　二本の指で転がされている突起も、すっかり膨らんで赤く染まり、ルビーのように淫らに煌いていた。

「君のかわいい突起も、いつもより反応がいいね。こんなにヒクヒクさせて、もっといじめてしまいたくなる」

　由貴哉は人の悪い笑みを浮かべると、雌核をなぶる指の速度を上げていく。

「やぁぁぁぁあン！」

　鋭敏な突起を強く刺激され、強烈な快楽が容赦なく全身を突き抜ける。玲奈は大きく背を反らせて喘いだ。

　蜜に濡れているのも相まって、指はいつも以上に滑らかに動き、淫芽に絶え間なく快感を与えていった。

「あっ、あぁぁん！　あぁぁぁぁ──ッ！」

　玲奈は喜悦の悲鳴を上げ続け、美しい肢体をガクガクと震わせた。

　体の芯に高圧電流のような痺れが奔り、やがて下肢の中心まで痙攣し始めて大量の蜜が溢れ出る。

　だが、これだけではまだ足りない。理性が蕩けるほど激しく愛され、昇天するほどの苛烈な快感が欲しくてたまらなかった。

　すると由貴哉は含みのある笑みで、こちらを覗き込んできた。

「もっとしてほしいって顔してるね。ここまで積極的だと、本当にかわいがり甲斐がある」

　由貴哉は軽く舌なめずりした後、濡れそぼった恥裂に顔を近づけて舌を這わせ始める。

「あぁぁぁぁぁあん！」

　舌先が触れた瞬間、蜜口がヒクヒクと痙攣して、新たな官能の雫が溢れてくる。

　玲奈は涙を流して歓喜に戦慄き、呆気なく恍惚の彼方へと達した。

　昇天しかけた意識はすぐさま、強烈な快感によって引き戻される。その感覚があまりにも強すぎて、玲奈はベッドの上で幾度となく体を波打たせた。

　由貴哉は溢れる淫蜜ごと、花唇全体を味わうようにじっくり舐る。そして時折、愛しげに口づけを落としては、蠢動を繰り返す秘苑を翻弄していった。

「あぁ……は……ぁ……」

　淫靡な快感をもたらす舌遣いに、玲奈は身も心も完全に絆されていく。理性も官能の深みに溺れ、もっと乱されたいとばかりに腰を震わせた。

　蜜が滴る恥裂をたっぷり舐った後、由貴哉は小刻みに脈打つ花芽もなぶる。

「ああっ、あぁぁあッ！」

　愛でるように舌で転がされ、肉芽はビクンと大きく痙攣した。玲奈自身も激しく身悶えて、口から甘く淫らな嬌声が上がり続ける。

　由貴哉は重点的に雌核を擦り上げては、口に含んで優しく吸い立てていく。

「は、ああぁぁぁンッ！　それ、すごく……気持ちいいッ！」

　淫核に甘くも強い刺激を与えられ、玲奈は憚りのないことを口走りながら達してしまう。

　それでも由貴哉の淫靡な舌戯は終わらず、過敏になった花芽を舐り上げて苛烈な快楽を与え続ける。

　鋭敏な部分を執拗に愛でられ、幾度となく気持ちよくイカされて、玲奈は頬を上気させて満悦の笑みを湛えていた。

　肉芽は一段と赤みを帯びて膨らみ、歓喜に震えるように脈動を繰り返している。蜜口もヒクヒクと淫らに収縮し、熱い雫を止め処なく滴らせていた。

　由貴哉は充血した突起に唇を寄せると、先程よりも一際強く吸いついてくる。

「あぁぁぁぁあ──ッ！」

　甘美な陶酔のうねりが、体の奥からどっと押し寄せてきた。

　玲奈の瞳は大きく見開かれ、喜悦の涙がぽろぽろと流れる。

　数え切れないほど達したせいで、全身がいつにも増して熱く疼いている。花唇も猛ったものを欲するように、ドクドクと脈動を繰り返していた。

　由貴哉はようやく舌を離すと、唾液と愛蜜にまみれた恥裂に自身の矛先を宛がう。

「はぁぁ……」

　亀頭が触れた瞬間、下肢の中心だけでなく体中の性感帯までもが、淫靡な期待から妖しくざわめいた。

　玲奈は感嘆のため息をつき、夢見心地でうっとりと微笑む。

　だが、由貴哉はすぐに挿入しようとせず、焦らすように切っ先を擦りつけてくるだけ。

「あぁぁ……あっ、あぁあん！」

　それがひどくもどかしい一方で、熱い先端で媚芯を刺激されるのも気持ちよくて、玲奈は快感から艶めいた声色で喘ぐ。

　そうして雌唇を優しくなぶった後、由貴哉はおもむろに雄肉を押し進めていった。

「あぁぁぁあ……」

　挿れられただけで達した玲奈は、背中を仰け反らせて淫肉を窄ませる。

「ンッ……！」

　剛直を締め付けられた由貴哉は、端整な顔をわずかに歪めて苦悶に似た声を上げた。

「ああ……」

　埋め込まれた男根が、秘腔の中で一段と硬くそそり勃つのを感じて、玲奈は喜悦の面持ちを浮かべる。

　由貴哉は玲奈を愛おしむように、胸元から腰にかけてじっくり撫で回した後、自らの腰を動かして抽送を開始した。

「あっ、あぁぁあっ！」

　熱い屹立で隘路を擦り上げられ、花唇全体が歓喜に打ち震える。

　玲奈は快感にむせび泣き、淫靡に疼く体を繰り返し戦慄かせた。

　蜜腔を撹拌されるたびに、身も心も官能の悦びに満たされる。同時に、劣情が一段と掻き立てられて、ふしだらな欲望も大きく膨れ上がっていく。

「由貴哉さん、もっと……満たして下さい……」

　玲奈は由貴哉の背中に腕を回し、誘惑するように彼の腰に自身の脚を絡ませた。

　由貴哉もまた、妖艶におねだりされて欲情を煽られたらしい。興奮した様子で息を荒くしながら、熱い眼差しで玲奈を見下ろしていた。

「いいよ、たっぷり満たしてあげる」

　由貴哉は甘くささやきかけた直後、最奥を攻め立てるように突いていく。

「あぁぁぁっ！　いいッ……！　すごく、たまらない！」

　玲奈は憚りのないことを口走りながら、ガクガクと下肢を引き攣らせる。

　由貴哉も高揚した様子で息を弾ませて、玲奈の感じる部分を獰猛に突き上げていった。

「あああんっ……！」

　激しい律動で翻弄されるのが、この上なく気持ちよくてたまらない。玲奈は込み上げてくる快感を受け止めるように、由貴哉の体を一層強く抱きしめた。

　雄茎が擦りつけられるたびに、媚肉の疼きが増してわなわなと震えた。新たな愛蜜もトロリと溢れ、二人の結合部を淫らに濡らしていく。

　剛直も徐々に熱く漲っていき、由貴哉の瞳に浮かぶ欲望の色も濃くなる。

「あぁ、玲奈……」

　苛烈な抽送を繰り返しながら、由貴哉は玲奈の頬から胸元にかけて優しく撫でた。

　彼の手が這った部分が熱を帯び、体の芯をざわつかせて甘い愉悦をもたらす。

「君の全てが、愛しくてたまらない……」

　由貴哉は上擦った声で告げると、乳房をそっと掴んで揉みしだいていく。

「あっ、は……あぁ……」

　性感帯がすっかり敏感になった体は、優しい手つきにも反応して即座に肌が粟立つ。玲奈は感極まって甘い声で啼いて何度も身悶えた。

　由貴哉は腰を強く打ちつけながら、手と舌で豊満な胸をじっくりと愛撫する。

　そのたびに玲奈は体を仰け反らせ、壮絶な快感に幾度となく戦慄いた。

「ああぁっ……由貴哉さん……！　好き……大好き……です……ッ！」

　玲奈は双眸に涙を浮かべて、喘ぎ混じりの声で由貴哉に愛を伝えた。

　その直後、律動の速度が急激に上がっていき、彼の息遣いや表情から余裕の色が消える。

「僕もだよ、玲奈。この世界の誰よりも愛している」

　由貴哉も熱烈な愛の言葉を伝えた後、それを示すように玲奈の胸元に口づけの雨を降らせていく。

「ん……あぁあ……」

　痕跡をつけるような激しいものではなく、愛おしむような甘く優しい口づけ。その柔らかいキスに、玲奈の心はますます蕩けていき、胸の奥がジンと熱くなる。

　口づけを繰り返すごとに、抽送の動きが一段と激しくなり、熟れた淫襞を容赦なく擦り上げてくる。

「あぁぁぁあ！」

　獰猛かつ淫らに愛される悦びに、身も心も感動に打ち震えた。

　全てが快楽一色に染まっていき、熱い熱が体の奥からせり上がってくる。

「玲奈、この先もずっと……君だけを愛し続けるよ……」

　由貴哉は甘く低い声音でささやくと、腰を強く打ちつけて下肢全体を大きく震わせた。

「あぁぁぁあ──ッ！」

　淫襞がわなわなと激しくうねり、快感が稲妻のように全身を突き抜けていく。

　屹立した剛直も脈動しながら、最奥に熱い雄の精を迸らせた。

　愛する男の白濁を受け止め、心身共に満ち足りていくのを感じて、玲奈は恍惚の面持ちで達した。

　官能の余韻に浸って放心状態になっていると、由貴哉の優しい口づけが唇に落とされる。

「ん……」

　体だけでなく心も結ばれた歓びを胸に、玲奈は自身の舌を何度も彼の舌と絡ませていく。

　角度を変えて口づけを繰り返していると、挿入されたままの肉茎がゆっくり動かされた。

（由貴哉さんがこんなにも、私を求めてくれている……）

　感極まった玲奈は、自らも由貴哉を求めるように、彼の腰に脚を絡ませる。

　その直後、剛直を更に深く押し進められ、最奥を猛然と穿たれていった。

「ん……あぁ……」

　子宮口がジンと熱く疼き、下肢全体に甘い快感が駆け抜けていく。

　玲奈は小刻みに体を震わせながら、幸せに満ち足りた面持ちで喉を仰け反らせる。

　二人は幾度となく絶頂を迎えると共に、互いへの愛の言葉を交わし続けた。

　

　

　カーテンの隙間から、柔らかい日の光が差し込んでくる。

　由貴哉が重い瞼をゆっくり開けると、すぐ隣に愛する女性の姿があった。

　彼は玲奈をそっと抱きしめて、慈しむように何度も髪を撫でていく。

　一晩で何度も達したせいもあってか、玲奈は淫靡で濃厚な情交を終えると、そのまま意識を昇天させてしまった。

　由貴哉も、そんな彼女を抱きしめているうちに眠りに落ち、気付けば朝を迎えていた。

（あんなに激しく達したのは、昨夜が初めてかもしれないな）

　あの瞬間、玲奈と全てが結ばれたような気がした。あの一瞬ほど、心の底から感動に打ち震えたことなどないかもしれない。

　昨夜の出来事を思い出し、由貴哉が夢見心地でいるところへ、玲奈も腕の中でもぞもぞと動いて目を覚ます。

　玲奈と目が合った瞬間、由貴哉の胸の高鳴りは一段と増して、自然と表情を綻ばせる。

「おはよう、玲奈」

「おはよう……ございます、由貴哉さん……」

　玲奈は何度か目を瞬かせた後、お互い一糸まとわぬ姿でいるのを見て頬を赤らめる。

　もう何度も交わっているにも拘らず、そうやって恥ずかしがる姿がかわいくてたまらない。見ているだけで笑顔がこぼれてくる。

「昨夜はとても素晴らしい一夜だったね」

「ええ、そう……ですね……」

　由貴哉の言葉にぎこちなくうなずくと、玲奈はますます恥ずかしそうにうろたえた。

「私、また酔った勢いで……由貴哉さんに迫って、いやらしいこと……してしまいましたよね……」

　昨夜、雄肉を扱いたり舐ったりしたことを、鮮明に思い出したのだろう。玲奈は目のやり場に困った様子で視線を泳がせている。

　そんな彼女がより一層愛おしく感じられて、由貴哉は柔和な笑みを浮かべて優しく抱きしめた。

「恥じることなんてないよ。玲奈にたくさん愛でてもらって、とても気持ちよかったから」

「由貴哉さんに悦んでもらえたなら何よりです」

　玲奈は安堵した様子で微笑んで、由貴哉の胸に顔を埋める。

　手触りの良い髪を撫でていると、彼女は唐突に顔を上げて「一つ、確認しておきたいんですけど」と話を切り出した。

「何だい？」

「私達の馴れ初め、父には話してないですよね？」

　玲奈は心配そうに尋ねてくる。

「もちろんだよ、あれは僕達だけの秘密だからね。この先もずっと、誰にも話すつもりはないから、心配しなくていいよ」

「それなら安心しました。もし父に知られたら、きっと二人揃って大目玉を食う羽目になっていたと思うので」

　決まりが悪そうに言った後、玲奈は再び由貴哉の胸板に顔を埋めた。

（そう、あの夜のことは僕達だけの秘密……）

　結婚して子供が生まれても、その子が成長して孫ができても、由貴哉はずっと秘密にしておくつもりである。

　それから彼はふと、ベッドサイドに置いてある時計に目を向ける。

　時刻は朝の八時に差し掛かろうとしていた。今日は休日なので、もう少しゆっくりするのもいい。

　だが、シャワーを浴びながら愛し合いたい気持ちもある。

「昨夜、このまま寝てしまったから、一緒にお風呂でもどう？」

「それもいいですけど、私はもう少しこうしていたいです」

「そうだね。じゃあ、もう少しこうしてゆっくりしていよう」

　シャワーを浴びるのはいつでもできる。しかしこの時間は今だけのもの。

　そうして二人はベッドの中で、互いの体を抱きしめたままじっとしていた。

　こうして一緒にいる時間が、とても愛おしくてたまらない。

　玲奈のぬくもりを感じながら、由貴哉は最愛の人と共にいられる幸福を噛みしめる。

「私、由貴哉さんと一緒になれて、本当に幸せです」

　玲奈は頬を上気させて陶然とつぶやく。

「僕もだよ、玲奈。これからもっともっと、君を幸せにしてあげるから」

　由貴哉は甘い声音でささやきかけると、玲奈の顎をそっと掴んで上向かせた。

　玲奈の瞳は輝いており、その美貌には歓喜の笑みが浮かんでいた。

　その美しい表情にしばし見惚れた後、由貴哉は優しく唇を重ねて口づけする。

「んっ……ん……」

　永遠の愛と幸福を誓うような、甘く尊い口づけを交わしながら、由貴哉は強く玲奈を抱きしめていた。








終章　〜甘美な幸福〜








「では、撮りますね」

　カメラマンのかけ声を合図に、玲奈と由貴哉は仲睦まじく寄り添って微笑む。

　よく晴れ渡ったこの日、彼らは例の公園に来ていた。玲奈はスレンダーラインのウェディングドレス、由貴哉は純白のタキシードに身を包んでいる。

　二人が出会った思い出の場所で、ウェディング姿で記念写真を撮りたいという由貴哉の希望で、結婚式の一ヶ月前にこうして撮影に訪れることになった。

　成瀬家となじみのある写真館のオーナーは、喜んで引き受け自分達のためにたくさん写真を撮ってくれた。

「玲奈、ありがとう。僕のわがままに付き合ってくれて」

「わがままだなんて、そんな。むしろ、二人の思い出の場所で写真を撮れて嬉しいです。これからも、したいことがあれば何でも言って下さい」

　由貴哉にはいつも甘やかしてもらっている。だからそれと同じぐらい、彼にも自分に甘えてほしい。

　撮影が一通り終わった後、由貴哉は改めて玲奈に目を向ける。

「それにしても、そのドレス本当によく似合っているよ。君の優美さを一段と引き立てている。あと、そっちの蝶のネックレスも素敵だ」

　賛美の言葉を口にしながら、彼は陶然とした笑みを浮かべた。

　玲奈が身にまとっているドレスは、スカートの裾の広がりが少ないのが特徴。そのため、とても動きやすく上品な作りになっている。

　蝶のチャームが付いたネックレスは、誕生日に父親からもらったもの。玲奈にとって、今一番のお気に入りのアクセサリーで、結婚式当日にも着ける予定である。

「由貴哉さんも、いつにも増してとても魅力的で素敵です」

「そんなに褒められたら、玲奈のこと今すぐかわいがりたくなるだろう」

　由貴哉は艶然と微笑むと、おもむろに玲奈の腰を抱いて引き寄せてくる。

「ちょっと、由貴哉さんっ！　ここ、公園ですよ！」

「愛し合うのはいいことじゃないか。それに、欧米では普通にハグしてるんだから。よく海外ドラマや映画で見るだろう？」

　玲奈が顔を赤らめてうろたえても、由貴哉は全く意に介さない。

　愛されるのは嬉しいが、ここまで全面的に表現されるのは困りものである。

「そういえば、僕の両親の馴れ初めは聞いた？」

「はい、お義母様から伺いました」

　出会った場所はここではないものの、状況が自分達と全く同じであることに、話を聞いた時は驚きを隠せなかった。

　会長の宗一郎が一社員だった頃。ふと立ち寄った公園で、彼はヴァイオリンの調べを耳にした。その音色に導かれた先で、『Ｇ線上のアリア』を演奏するすみれに一目惚れし、いくつか出ていた見合いを全て断ったという。

　それから宗一郎は、すみれの心を射止めるためにあらゆる努力をし、それが実って二人は結ばれ現在に至る。

「君と出会ったあの日、僕は運命的なものを感じたんだ。両親が出会った時の状況とあまりにも似ているからさ。だから君と必ず再会できるって、僕はずっと信じていたよ」

「私もあの時からずっと、由貴哉さんに心惹かれていた気がします。当時はまだ、胸の高鳴りの正体がよくわからなかったけど、今ならそう確信できるんです」

　玲奈は夢見心地で微笑んで、あの日を振り返るようにそっと目を閉じた。

　チェロを優雅に奏でる由貴哉を思い出し、胸がときめいてじんわりと温かくなる。続いて記憶の中の彼が、こちらに向けて微笑む姿を思い浮かべ、玲奈の表情が自然と綻んでいく。

（あの時の彼が、もうすぐ私の夫になるなんて、運命というのは不思議なものね）

　不意に、由貴哉の手が自身の手の上に重ねられ、包み込むようにそっと握られた。

「玲奈、愛しているよ。今以上にもっと幸せにするから」

　由貴哉は愛の言葉を甘くささやくと、人目を憚ることなく甘い口づけをしてくる。

「ン……ッ……」

　恥ずかしさのあまり、体の芯が急激に熱くなる。心臓の鼓動も上がり、バクバクと激しい音を立てていた。

　しかしその一方で、深く愛される悦びに感極まって、幸せに満ちていくのを感じた。

　口づけが終わったところで、二人はどちらからともなく互いに笑顔を向ける。

「由貴哉さん、愛しています」

「僕も愛しているよ、玲奈」

　彼らの甘く幸せな時間は、終わることなくいつまでも続いた。







あとがき








　読者の皆様、こんにちは。さくら茉ま帆ほです。

　今回も拙作「絶倫敏腕社長の甘い楔　～一夜の過ちから始まる淫靡な執愛～」を読んでいただき、ありがとうございます。こうして私の作品を楽しみにもらえるのは、作者として大変嬉しい限りです。

　今まで出させていただいた作品のヒロインは、どの子もかわいらしい雰囲気の女性でしたが、今作では大人びた雰囲気の美人にしております。ベヨネッタやワンダーウーマンのような、色っぽくてかっこいい美女も好みなので、いつもよりセクシーな感じに書き上げました。ヒーローは外見も性格もイケメンで、御曹司ということで気品に溢れる雰囲気を出せるよう心がけて描写しております。美男美女カップルが、少しずつ距離を縮めて愛を育んでいく姿を、楽しんでいただけたのであれば幸いです。

　私事ですが今作の執筆期間中、十数年ぶりに高校時代の担任の先生に連絡を取り、作家デビューしたことを報告しました。先生もすごく喜んで下さり、応援とお祝いの言葉をかけていただけました。

　身近な人や親しい人に、こうして喜んでもらえたり応援してもらえたりするのは、すごく励みになります。これからも小説家としての活動を頑張ろうと、改めて決意した瞬間でした。

　今作から新たに私の担当になった編集様、表紙イラストを手がけて下さった園その見み亜あ季き先生、本当にありがとうございます。最後まで読んで下さった皆様にも、心から感謝致します。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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